























本誌 『 FAST 』 は”速' 1 をキーワードに、世間で言われ 
ている M 音楽ジャンル n で区切ることなく様々なパン 
ドを掲載している。所謂スラッシュ、ファストコア、 
グラインド、クラスト、パワーヴァイオレンス等々、 
ハードコアといっても一概に同じサウンドを出して 
いるわけではなく、かといってそれぞれを分別でき 
ないし意味がない。ひとつのスタイルにこだわって 
村意識を強めて、万人受けせずにマニアックでいる 
ことが決してハードコアではないし、基本はハード 
コア•ミュージックに取り組む姿勢や考えだと思う。 


そのような考えでなければ、例え 
ば DESTROYER 666、 MISERY 、 
HAEMORRHAGE , SIN DIOS 、 
ROTs STRONG 旧 TENTION が 
同じ誌面に掲載されることはない。 


あと、ハードコアって速い音楽だと認 
識していたが、へヴィメタルやその他 
の音楽からの影響によってスローな 
ハードコアが活躍しているのは承知 
の通りだろう。そのようなハードコア 
に対する姿勢や考えをふまえた上で、 
好みの問題として速いハードコアが 
好きという結論に達したのが本誌だ。 


•応念のため言っておくが、上記に 
あるスラッシュやファストコア等の 
言い方は、音楽そのものを説明する 
ために便宜上使っているだけでジャ 
ンルではない、ということを理解し 
ていただきたい。 






3 rd アルバム 『Battle Zone 』 を自らか運営す 
る BATTLE PLANNING ょりリリースし、完 
全復活した GUILLOTINE TERROR 。 6年と 
いラ活動休止期間をものともせず、徹底的 
に怒りをあらわにした姿勢とライヴに度胆 
を抜いた人も多いことだろう。口先だけで他 
力本願なパンドが多い中、できる限りのこと 
は自分達の手で行なろ正真正銘ハードコア- 
パンドだ。 

さらに昨年11月末には企画ギグ 「STREET 
ANARCHISM 」 を復活させている。出演する 
バンドは常に本気で取り組み、ステージング 
が格好良いバンドのみに限定している。ジャ 
パコアからクラスト、グラインド等々スタイ 
ルの幅広さには驚かされ、毎回楽しみな企 
画ギグなので是非足を運んでリアル•ハード 
コアを体験していただきたい。必ず何か発 
見があると断言できる!！！ 

そして GUILLOTINE TERROR は個の自由 
を侵す権力に対して徹底的に抗戦する!！！ 
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— 6年振りに活動再開ということで、 GUILLOTINE TERROR について知らない 
人もいると思います。バンドをスタートさせた頃から現在に至るまでの経緯を教え 


Katsuo : うん、そのぐらい。 

Kurumi :2 nd アルパムを出したのが94年なんだけど、それから2年くらい活動して 
いたかな。まあそれで活動停止になったんだけど、その間、 Katsuo とはスタジオに 
入ったりして。それで去年の11月30日に復活のライヴをやったんだけど、2年くら 
い前からスタジオに入って新曲作ったり、リハーサルをしたりしてたんだ。で、今 
回はドラムがいなかったので 、 LESS HAZE の Rusher 君に手伝ってもらって、ハー 
ドな練習にも付き合ってもらって(笑)。凄くツーバスのドラムが欲しかったし、ど 
うしても叩いてもらいたかったんだ。やりたい事があったんだけど、それは共通す 
る言葉なんかじやなくセンスが自分達と合ってたんで、どんどん良いモノができて 


Kurumi : 是非とも(笑)。 


動停止ということで。それが96年？ 


いつたんだ。 


rson Of BllleeeaaarrrrJ7"EP 
(Slap A Ham) 

パワーヴァイオレンス総本山だった 
SLAP A HAM の52パンド69曲収録の 
名物コンビ盤。 PHOBIA 、 MACABRE 、 
C . F . D 丄 、 CAPITALIST CASUALTIES 等々 
強豪と共に参加!!！ 


てもらえますか？ 

Kurumi : まず90年にメンバーの募集をして、その時にギターの Katsuo 達が入って 
きて。91年から企画ライヴ 「STREET ANARCHISM 」 を始めて、 1 st シングル 『No 
God 』 を出して、その頃から本格的に活動を始めたって感じかな。その後も 1 st ア 
ルバム 『Black Rebel Storm 』 や 2 nd アルバム 『Japanese CorruptionJ を出しなが 
ら自分達の企画をやったり地方へ行ってやったりと、結構ライヴ活動をしていて順 
調にいってたんだけど、ドラマーが実家の家業を継がなくちゃならないということ 
でパンドを辞めて、で一緒にパンドに入ってきたペースも「だったら俺も辞めるよ」 
って辞めてしまったんだ。だからペースとドラムに関しては、その後ヘルプを入れ 
てやってたんだけど、いまいち納得のいくものができなくて、だつたら一時的に活 


『No GodJ7"EP 
(Battle Planning) 

今から 12 年も前にリリースされた記 
念すべき IstEP 。 恐ろしいほどへヴイ 
且つダークなメタリック•サウンドは、 
既にこの時点で確立されていた。日 
本語による歌詞も強烈。 


— この号が発行された頃は終わっていますが、4月や5月のライヴではどろする 


のですか？ 

Kurumi : その時は、ベースは違う人にやつてもらうかもしれない。でも Rusher 君 


にはやつてもらいたい、と(笑)。 


一同：（爆笑)。 




—やはリツーバスが叩けるというのが良いと？ 

Kurumi : そう、凄くデカイね。 1 st や 2 nd の頃も DISCHARGE のようなハードコア、 
ハードコア.パンクに影響を受けてそれをやりたいって思ってたんだけど、平行して 
デスメタルも聴いてたんで、メタリックな感じもやってみたいって思ったんだ。で 
もここでツーバスがあればなってところで、良い感じにツーバスを叩ける人がいな 
かったんだよね。 Rusher 君の場合は、俺等が言わなくてもドコドコ叩いているから 
良いんだ。 

Rusher : そんな話、聞いたことなかったし、ツーパスが良いってのも聞いたことな 
かったよ(笑)。ツーパス入れたら怒られるかなあって思ってたけど(笑)。 

—たしかに、ハードコアやパンク•バンドだとツーバスを嫌う人って多いと思いますし〇 

Kurumi : うちらの場合は、ツーパスが入ると曲に緊張感も出てくるし良いんだよね。 

—少々話はズレますが、影響を受けたバンドつて何ですか？ 
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[Fight Backvol.UCD 
(Fight Men) 

EXTREME NOISE TERROR のメン 
バー参加の SARCASM 、 DOOM のメ 
>/\*-# j [ lQroBUGEYEDsZONE . 
DISORDER 等々、日英のグレイトな 
パンドばかり収録。 








『City RockerJ Tape 
(H.U.A) 


東京、横浜、静岡、三重、大阪、香川 
より計9バンドが参加。他に LIFE や 
STIFLE ROAM、CORED、INFECT、 
SACRIFICE、D.D_T、FILTHLY 
DEED、INVISIBLE STALKER 収録。 



『Bondage Maniac Vol.1 JTape 
(Bondage Maniac) 


全国より 14 バンド参加のコンビ。他 
に SLAVER、BLAZE、HEDGE HOG、 
R.S.D、FINE STUFF、TOXIC NOISE、 
MERCIFUL BANDIT、INVISIBLE 
STALKER、SOl_TIC 等参加。 



『Black rebel Storm J CD 
(Battle Planning) 


中核派による武装蜂起時のジャケッ 
卜の 1st アルバム。極めてダーテイー 
なハードコアとデスメタルの融合は、 
今聴いても斬新且つ独創性に満ちて 
いる。名盤!！！ 


Kurumi : 俺は海外のパンドでいえば、 DISCHARGE に一番影響を受けたね。日本の 
パンドでいえば GISM 、 GAUZE ' LIP CREAM 、 鉄アレイ 、 DEATH SIDE とかにも 
の凄い深く影響を受けてるね。あと海外のデスメタルにも影響を受けているんで。 
例え【打 ERRORIZER 。 あと VENOM も凄く大好き(笑)。いや、本当に好きだね。あ 
のドロドロした感じとか。 

Rusher : 俺は RIPCORD とか YOUTH OF TODAY 、 そして SLAYER のデイヴ•ロン 
バート。あと俺もやっばり VENOM が好きですね。手伝ってくれって言われる前から、 
Kurumi さんとは VENOM 話で盛り上がってて(笑)。 VENOM は格好良いんだよねえ。 
Kurumi : ホントに VENOM にはやられたね。 Katsuo も VENOM 好きだから今日 
VENOM の T シャツを着てるけど、実は俺も今着てるんだ(笑)。 

-わあ、ホントだ(笑)。 

Kurumi : 最近また VENOM の編集盤みたいなのが出てて、あれ聴いてたらやっばり 
格好良いなって。 

Katsuo : 俺はデスメタルでいえば BOLT THROWER がいいな。ハードコアだったら 
DISRUPT とか好きですね。 

— EXTREME NOISE TERROR とかも？ 

Kurumi : 凄い影響を受けてるねえ。元々俺等のバンド名って GUILLOTINE ってパン 
ド名だったんだけど、同名バンドがいたんでやめたんだ。俺等がバンドを始めた90 
年頃って、ちようど EARACHE 系と一緒に EXTREME NOISE TERROR が凄い勢い 
があって、それに影響を受けて GUILLOTINE TERROR になったわけ。 

Katsuo : あとスカンジナビア系も好きだね。 

Kurumi : そうだね、俺等は皆好きだね 。 DRILLER KILLER 好きだし、あと DISFEAR 
とか。最近だったら W 0 LFPACK とか。 

— GUILLOTINE TERROR としての音は、それらを総合した感じでいこうと？ 

Kurumi : まず真にハードコアがあって、俺等はハードコアに対するこだわりという 
のは凄いあるんだ。メッセージ性とか不良っぼさが格好良いと思ったのも根本的に 
ある。それでハードコアの精神性と不良っぼさに、デスメタルのメタリックな感じ 
を融合させたパンドがいなかったから自分達でやってしまおうと。軽めのハードコ 
アは好きじやなかったんでね。 

一ーレーベルの BATTLE PLANNING を始めたのも関係していますか？ 

Kurumi : バンドを結成したときから、自主で完璧にやっていこうというのもあった 
んだよね。誰かに指示されてやるんじやなくて、自分達でできることは全部自分達 
でやろうという旗印だよね。 Katsuo と運営してて、自分達の作品は BATTLE 
PLANNING から出して企画も自分達でやっていきたいと。他のバンドも BATTLE 
PLANNING から出そうとは思っているんだけど、今のところは GUILLOTINE 
TERROR を出すということが第一かな。対外的にバンド名だけだと説得力がない 
んで、他の名前を持っていたいといろのもあるね。 


—毎回何枚くらいプレスをしているんですか？ 

Kurumi : 1000枚単位で。 

—各ショップに配るのも自分達で？ 

Kurumi : そうだね。流通を自分達でやるのがハードコアだと思うんでね。でも全国 
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rDeath Is InevitableJCD 
(H.S.R) 

8 バンド参加のコンピ盤で、 STANCE 
OF CHAIN の追悼曲等を提供。他に 
BODY SNATCHERS、G.M.F、EXILE、 
SOLTIC, S.C •巳 RAIN、GABIS、 
GRADE 仆 IREEH 収録。 


nruth?J12"EP 

(Discipline) 

新宿の老舗レコードショップ VINYL の 
レーベル DISCIPLINE よりリリースの 
12"EP 0 LIFE や C.O.S.A、ASHRAIN' 
DEFICANCEs BLOOD BATH と共に 
参加。 
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「sword Of Thrash vol.5JCD 
(Stinger) 

シリーズ化した大人気コンビレーシ 
ヨン第5弾。 ACCOMPLICE、BATTLE 
OF DISARM、IDRA、RESURECTION、 
SUKATORO ONANIE SYSTEM が 
参加している。 







承叫#デ/勝/ 
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『Japanese CorruptionJCD 
(Battle Planning) 

権力を悪用した政治や盲目な狂信的 
宗教団体等に対する反発を、スピー 
ド感溢れるブルータル•ハードコアな 
サウンドにのせて吠えまくる脅威の 
2nd アルパム。 


の人が手に入れるようにするには、流通専門の会社に依頼しないとできないんだ 
よね。その会社から連絡があって、まだ返事をしていないんだけど。 

—数バーセントとられますよね。 

Kummi : まあ別に、これで食ってこうって思っていないし、好きでやっているだけ 
だからね。自分達の主張が伝わるのなら多少構わないけど。 

— 「STREET ANARCHISM 』 には今までどういったバンドが出演しているのですか？ 

Kurumi ： GAUZE , 鉄アレイに出てもらって、あとは自分達と同じラインにいるバ 
ンドかな。ちようど俺等が活動しはじめた頃に活動してたパンドっていえば PILE 
DRIVER とかね。口では全て説明できないくらい、いろんなパンドに出てもらって 
いるんだ。根本的に格好良くないパンドは出したくないね。あと条件としては、激 
しい部分がある、熱いモノがあるってこと。 vol .38 についてはクラスト、ジャパコア、 
ニュースクール、グラインド、俺等はメタリックなハードコア、それぞれ違ったポジ 
シヨンの最前線で活躍しているパンドを集結させたつて感じかな。そういうことを、 
今後も継続してやっていきたいなと。 



『Release』CD 
(Stinger) 

LESS HAZE、ANTI AUTHORIZE と 
の 3way CD。 特筆すべき点は、なん 
と GUILLOTINE TERROR 初のカヴァー 
曲を収録。しかも DAMNED の 「New 
Rose」 なのだ。再発希望!！！ 


一一僕自身もフアンジンを作る上で、そういった括りは無視していきたいと思って 
ますね。 

Kurumi : 囲いを作って、その殻から抜け出さずにやってると収縮していくだけだと 
思うしね。ニュースクールもね、ハードコアとして観たくはないし根本的に好きじ 
やないんだけど、良いものを出してそれなりに活動しているパンドって最近いるよ 
うな気もするんだよね。そういうパンドとは一緒にやっていきたいなと。 

—やっぱりハードコアって分離してしまっていますよね。 

Kurumi : そうだね 。 [BURNING SPIRITS 』 系、クラスト系、そしてニ ュース クール 
はまた全然違うし。それとはまた違ったところで SLIGHT SLAPPERS のようなフ 
アストコアの流れもあるし。あと西荻 WATTS でやっているようなハードコア•バン 
ドもいるし、とにかく全てがパラパラ。バラバラでも良いは思うんだけど、お互い 
に良いところは認め合って、たまにライヴをやって交流があってもいいかなと。ただ、 
主張を持っているということは大切だと思うので、それが理由で分かれているのな 
ら仕方ないけどね。俺等の場合は、そういった隔たりなくやつていくけど。 



—でもハードコアのライヴって一概にはいえないですが、身内で盛り上がってい 
るライヴもありますよね。そろすると、他人が入り込む雰囲気ではない空気があっ 
たり。 

Kurumi : たしかにそういラライヴはあるかもね。人からの勧めでライヴに来たりし 
なくても、純粋に自分達の好きなことをわかってくれて、それでライヴの動員数が 
増えればいいなと思ろね。俺等としても、ライヴはしばらくやっていなかったんで、 
これから精力的にやるんで。やっばりハードコアはライヴをやらないとね。ライヴ 
を観て伝わっていくと思ろんで。俺等も今までの作品は良いものを作ってきたけど、 
ライヴを観ればより強烈なインパクトを与えると思5んで、是非観て欲しいね。 
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みの音源は持っているはずだ。クラストコアも 
グラインドコアもデスメタルも超越したハードコア • 
サウンドは年々凄みを増して、聴く度にブルータ 
ルな世界に引き込まれ、音と共に吐き出される 
怒りの叫びが自分の耳に突き刺さる。今回、 
Fred にインタビューを試みた。 


本誌を読んでいて知らない人はいないであろろ 
SKITSYSTEM は、現在のスウ I デイツシユ•ハ 
—ドコア界を牽引しているといつて間違いない。 
ライヴ数とレコードのリリース枚数は当然のご 
とく多いし、メンバーが他のバンドに参加した 
りしているので、何らかの形で SKITSYSTEM 絡 

















RUIEW] 


——最近、調子はどろですか？ 

Fred : 素晴しい音楽が聴けて、たくさんビール飲める、ホントにイイ感じだね。もし 
それらが無かったら最悪だけど。 

一一では、最初に SKITSYSTEM というバンド名の由来を教えて下さい。世界中の 
システムについて何か不満があったから SKITSYSTEM って名にしたんですか？ 

Fred : そうだな。キミは世界中のシステムについて不満を思っているからって考え 
ているようだけど、特にクソったれなスウェーデンのシステムに対する意味なんだ。 

— SKITSYSTEM の現在までの経緯について教えて下さい。あとリリースしたレ 
コード全てを教えてもらえますか？ 

Fred : 元々俺らは SYSTEM COLLAPSE というバンド名だったんだけど、1994年 
に現在の SKITSYSTEM にバンド名を変えてあらたにスタートしたんだ。それで最 
初の音源は 『 Profithysteri 』 という EP で、 DISTORTION からリリースしたんだ。翌 
年には有名な10インチ 『Ondskans Ansikte 』 を、再び DISTORTION からリリース 
した。その後、1997年にレーベルメイトの W 0 LFPACK とスプリットをリリースして、 
HAUNTED や CRADLE OF FILTH でブレイしていた Adrian が俺達のドラマーとし 
て加入したんだ。彼は DISPENSE の Kalle によって呼び戻されたんだ。で、シカゴ 
の CIPPLED HEROES と3週間にも及ぶアメリカ•ツアーを1998年にやって、次の 
年には俺達にとって初の LP でもある 『 Gravarld/Svarta Tankar 』 をリリースしたね。 
それもまた DISTORTION からだ。その後はフェステイパルとギグをたくさんやつて、 



FProfithysteriJEP 

(Distortion) 

SKITSYSTEM 初音源にあたるスカンジ- 
ハードコアならではの IstEP。 6曲収録。 



rOndskans AnsikteJ 1 0"EP 
(Distortion) 


この作品によって SKITSYSTEM は世 
界的に有名なパンドになった。名盤!！！ 
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SKITSYSTEM 




split EP with WOLFPACK 
(Distortion) 

SKITSYSTEM は 3 曲収録。(下）ブル 
一タル度の高い初のフルアルパム。 


fGravarld/Svarta TankafJCD 
(Distortion) 


2001年に NO TOLERANCE と HAVOC から 『Enkel Resa Till Rannstenen 』 を、 
2002年には NO TOLERANCE から NASUM とのスプリット 7 インチ EP をリリース 
した。そして今年、 DISTORTION から 『Allt E Skit 』 という、古い音源全てを入れた 
ディスコグラフイー CD をリリースしたんだ。 


—あなたはどんなパンドに触発されたの？ 

Fred：MOB 47, ASOCIAL 、 TOTALITAR 、 DISRUPT 、 DOOM とかだね 0 


—ノ\ードコアまたはクラストコア■シーンについてはどろ思ろ？ 

Fred : スゲエ良い感じだと思うよ！だけどシーンの中にも、クソ忌々しいポリスや 
PC フ アツ カーのようなクソ野郎共がたくさん存在することがムカつくね。スウェー 
デンのシーンは、毎年たくさん素晴らしいバンドが出てくるから、今大きくなって 
きているよ。 


—現在スウェーデンのハードコア•バンドやスカンジナビアのハードコア•バンド 
が人気あるけど、どう思いますか？ 

Fred : 特にアメリカや日本では人気が高くなつてきているよね。俺には理由が判ら 
ないけど、良い状況になつていることはそれはそれで良いんじやないかな？ 


—スウエディツシュ■ハードコア•バンドがデスメタル的になるのはどうしてでし 
よラか？判りますか？ 

Fred : キミが聞きたいことと違うかもしれないけど、俺なりに解釈して荅えてもいい 











かい？それとも多くのデスメタル•パンドのミユージシヤンが、ハードコア■パンドの 
メンバーになるのはなぜかつてこと？俺達はグライデイング■デスメタルのメタリツ 
クなサウンドが好きなんだよ、ただそれだけ(笑)！ 


—でも SKITSYSTEM 以外のバンドでもブレイしてますよね？例えば STRAIGHT 
EDGE MY ASS や LOCK UP です。 SKITSYSTEM とどう区別しているのですか？ 

Fred : 違いは全くないけど、暇つぶしにやっているプロジェクトなんだよ。他のブ 
ロジェクトでやってることを SKITSYSTEM でやったりはしないよ。だから他でブレ 
イすることに関しては全く問題ないね。 

——ところで以前は DISTRTION からリリースしていたのに、今はなぜリリースし 
なくなっちやったの？ 

Fred : アメリカでは HAVOC 、 DISFEAR の Bjorn と Dennis というナイスガイによっ 
て運営されている NO TOLERANCE にスイツチしたんだけど、たくさんのオーデイ 
エンスに聴いてもらいたかつたからだよ。 


— 『All Ar Skit 』 と 『All E Skit 』 つて 2 種類のコンビレーシヨンが存在しますよね？ 
内容は同じですが...。 

Fred : 実はこの CD をリリースするのが3年も遅れてしまつたんだ。そのために 『All 
Ar Skit 』 というブートレッグ•バージヨンがアメリカでリリースされたんだ。で、"本 
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fAllt Ar SkitJCD 


(左上)スカンジ•ビート満載の最強作で、 
名盤との呼び声も高し \2nd フルアルバム。 
(左下)ハードコアとメタルの垣根を越え 
て活動するメンバー在籍の両パンドは、 
現在のスウェディツシュ•ハードコアの中 
心的存在でありながら、スウェーデンら 
しいサウンドを聴かせる代表格。（上)本 
文中で Fred はブートレッグと言っているが、 
裏ジャケットにはブートレッグではないし、 
ギャラも渡していると記されている。才 
フィシャル•ブートといつたところか。ち 
なみにジャケット違いの DISTORTION 
の”本物"は最近リリースされた模様。し 
かし約1年前の DISTORTION のカタログ 
に掲載されていたジャケットとまた異なる。 


物"の 『All E Skit 』 は DISTORTION からリリースされているよ。 


— DISTROTION RECORDS についてはいろいろ嫌な噂を聞きます。実際どう 
なのでしよろか？ 

Fred : たしかにそうだね。いろいろ理由があるとは思うのだけど。でも、俺達には 
フェアに接してくれるし対応もしてくれる。もし何かやらかしたら、俺達は同じ町 
に住んでいるから直接オフイスに行って奴のケツを蹴りあげるよ。 

—最近の活動内容、または今後の予定を聞かせてください。 

Fred :4月末に VICTIMS とヨーロッパ•ツアーをして、今は新しい LP を作っている 
ところだ。すでに6、7曲できたよ。今年の年末か、 SKITSYSTEM 結成10周年の年 
である2004年の年始にリリースする予定だ。 

—日本についての印象は？ 

Fred : 俺等からすると背が低い人が多いと思った。あとクレイジーなパンクロッカ 
一も多いね！!！日本でライヴがしたいよ!!！ 

—では最後にメッセージをお願いします。 

Fred : もし日本でライヴできることになったら MELT BANANA や UNHOLY GRAVE 
といつたバンドとプレイしたいね。あと、キミは凄いクレイジーだ!!！ 
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SKITSYSTEM と並び、あの毒舌で有名な Havoc 
も認める程スウェーデン•ハードコアを代表する 
WOLFBRIGADE 。 激しくノイジーなサウンドで 
ありながらメロディックなパートを大胆に導入し 
ているので広く支持されているが、非常に硬派 
なイメージが付きまとう。サウンドが素晴しいの 
はもちろんのこと、黒を基調としたアートワーク 


や元々 ANTI CIMEX のメンバーが在籍していた 
などの理由によるところも大きいだろう。いずれ 
にしても強力なハードコア•パンドのひとつであ 
ることに間違いない。また最近リリースされた 
EP は攻撃一辺倒で、本領発揮といったところだ。 
ということで、新加入した若き Dadde にいろい 
ろ話を聞いてみた。 


WOLFBRIGADE 



—まず最初に WOLFBRIGADE というバンド名の由来を教えて下さい。たしか 
WOLFPACK という同名のギャングが存在したから、名前を変えたんですよね？ 

Dadde : 正確に言うと、 WOLFPACK という極端な態度をとっていた右翼組織がいて、 
それで俺達としては、そいつらに間違われることにウンサリしていたんだ。パンド 
名を変えて、全く新しいバンドと思われるのが嫌だったので WOLFPACK から 
WOLFBRIGADE にしたんだよ。 


—なるほど。 WOLFPACK 、 WOLFBRIGADE の簡単な歴史を教えて下さい。 

Dadde : 1995年にスタートしたんだ。その時のラインナップは、シンガーが 
Jonsson 、 ギターが Jocke と Erik 、 ベースが Markus 、 ドラムが Frank だつた。でも 
その後シンガーが Micke に、ドラマーとして俺が入つたんだ。これまでに1995年 
に rBloodstained DreamsJMCD 、 1996年に 『A new dawn fades 』 CD 、1997 年 
に fHellhound WarpigJ 7" EP、『Lychantro PunkJCD / LP . そして SKITSYSTEM 
とのスプリット 7" EP 、1999 年に 『Allday HellJCD / LP をリリースしている。2000 
年には WOLFBRIGADE に改名後初の音源として AUDIO K 0 LLAPSE とのスプリッ 
卜 7" EP 、 2002年には 『 Progression / Regression 』 CD / LP 、 そして今年 『The 
Wolfpack Years 』 という 10" EP をリリースしているんだ。ちなみに、もうすぐリリ 
ース予定のニユーアルバムのタイトルは 『In Darkness You Feel No Regrets 』 つ 
ていラんだ！!！ 


Dadde : 俺達はエルビス•プレスリーからグラインドコアまで、あらゆる音楽に影響 
を受けてるね。でもバンドとして直接影響を受けているのは POISON IDEA、ANTI 
CIMEX 、 M 0 T 0 RHEAD、HIS HERO IS GONE 、 TRAGEDY 、 SLAYER 、 ENTOMBED 、 
NIHILIST . AT THE GATES、CIRCLE JERKS、ASTA KASK 、 STREBERS 、 PUKE 、 
PAINTBOX 、 GISM とかだね。 


たしか Dadde は、他のメンバーより 10 歳近く若いよね。年齢差による意見の 
相違のよろなことってない？ 

Dadde : そうだね。俺はパンクに出会ってからまだ9年しか経っていないんだ。だ 
から俺の周りにいる奴らなんて年寄りばかりだよ。でも、俺の生活のほとんどが音 
楽に費やされているからな。ある意味俺の周りの奴は子供つぼいけどね(笑)。 




一ーハードコアやクラストコアのシーンについて、どう感じてますか？ 

Dadde : とつてもよい状況になつていると思うよ。良いパンドがいて、世界レベル 
でツアーも出来て、いろんな人と出会える。 D . I . Y な考えだよね、俺は好きだな。 


(右上）1995年リリースされた11分 
で4曲収録の記念すべき 1st 音源。基 
本的には典型的なスウェーデン流ハ 
ードコア•サウンドだが、嫌味になら 
ない程度にスカンジナビアのメロディ 
ック•デスメタルを彷佛させるメロデ 
ィアスなギターを導入している。それ 
ほどノイジーな感触はないが、これは 
スウェディッシュ•ハードコアの名盤だ。 
ちなみにこの時期のヴォーカルは、な 
んとスウェディッシュ•ハードコア界の 
カリスマ ANTI CIMEX のヴォーカリス 
卜だつた Jonsson。 （中）1996年リリ 
ースの13曲収録 1st アルバム。リリー 
ス後スウェーデンで開催されたロック 
フェスに参加している。（上）その翌年 
にリリースされた EP。 


では、現在のスウェーデンのハードコア•シーンについて教えて下さい。 

Dadde : 今、スウェーデンには素晴らしいバンドがたくさんいるんだ。しかも新しい 
パンドもいつばいいる。例えば TO WHAT END ?。 このバンドには WOLFBRIGADE 
のメンバーが2人参加しているんだ。あと IMPERIAL LEATHER 、 ファスト•クラス 
トコアの VICTIMS 、 ダウンチューニングをしたメタルクラストの AMBULANCE 、 ク 
ラステイー•ハードコアの ACURSED 、 スラッシュ.ハードコアの SECOND 
THOUGHT 、 スラッシュコアの BRUCE BANNER、「BURNING SPIRIT 」 スタイル 
のスウエディツシユ•ハードコアの SKITKIDS 、 WOLFPACK スタイルのブラックメタル- 




WOLFBRIGADE FAST\\1 








クラスト等々。 


—ところで、以前 WOLFPACK 時代は DISTORTION RECORDS から CD をリリ 
ースしていましたよね。でも今はなぜ DISTORTION から出さなくなったの？ 

Dadde : リップオフした奴がレーベルを運営しているからだよ。 

—なるほど…。ではスウェディッシュ•ハードコアと北欧のハードコアって、現在 
世界的に人気が高いですよね。あなた的にはどろ思いますか？ 

Dadde : そうだね、俺もそう思っている。でも俺にはその理由はわからないよ。ただ、 
今スウェーデンとフィンランドの多くの素晴らしいバンドは、カミングアウトしちや 
つているよね。 


— そのスウェーデンのハードコア•バンドについてですが、なぜデスメタリックに 
なる傾向にあると思いますか？ 

Dadde : たしかに、俺も多くのハードコア•バンドがデスメタルつぼくなる傾向にあ 
るよ5に思うね。俺なりの考えだが、おかしな話かもしれないけど天候による部分 
も大きいんじやないかな。少なからずメタルへッズとパンクスにはダークマインド 
があると思うんだけど、それは1年間通してどんよりした日が多くて、その中で生 
きていくために俺等の音楽みたいなものを聴いて気を紛らすんだと思うね。 


※この上写真は、デビュー 1 st 音 
源 『Bloodstained DreamsJ リリ 
ース時のラインナップ。 


—日本に MARDUK が来た時、ツアークルーが WOLFPACK の T シャツを着てい 
ました。あと WOLFPACK のメンバーは MARDUK のメンバーと一緒に MOMENT 
MANIACS でプレイしていますよね。スウェーデンではハードコアとへヴィメタル 
の交流は盛んなのですか？ 

IRiy^l^r W0LFBR1GADE 





Dadde : 実際それほど多くないと思うよ。 MARDUK の奴らと一緒にブレイして 
いたのは Jocke と Jonsson じやないかな。 SKITSYSTEM と DISFEAR のメンバ 
一である Tompa は LOCK UP をはじめ、たくさんのメタル•バンドに参加してい 
るよ。でも、そのようなスタンスで活動している人って少ないよ。 NASUM の 
ようにメタルやパンク、ハードコアのスタイルを超越したバンドもいることは 
いるけど。でも世間で言うェクストリーム•ミュージックが決してェクストリーム • 
ミュージックではないよ。 

—日本についてはどう思う？ 

Dadde : クレイジーなハードコア•シーンがあつて、本当にクールな国だと思つ 
ているよ0 



FLychantro PunkJCD 
(Distortion) 


—では最後に今後の予定と、何かコメントをお願いします。 

Dadde : もうすぐニュー LP をリリースして、いろいろシヨウをやることになっ 
ているよ。昔の音源もそのときリリースしたレーペルじやないところから出す 
予定になっている。俺に関して言えば以前精神的に酷かったときもあったけど、 
今は凄くハッピーな生活を送っているよ。最近ベルリンやアムステルダムをツ 
アーしたんだけど、俺はそのときベストな状態だったね。 


※今年 、 Feral Ward / Farwel よりニ ユーア ルパム 『In Darkness You Feel No Regrets 』 をリリー 
ス予定。また 『A New Dawn FadesJ と fLychantro Punk 』 がそれぞれ Feral Ward と Deranged 
からリリースされる予定!！！ 



split EP with SKITSYSTEM 
(Distortion) 





rAllday HellJLP 
(Farwell/Anomie) 



split EP with A 





rith AUDIO KOLLAPSE 
(Epistrophy) 


FProgression/RegressionJCD 

(Farwell/Havoc) 
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rWolfpack YearsJEP 
(Farwell) 


(最上 ) 『Hellhound Warpig 』 とほぼ同時期にリリースされた LP 。 （上)同郷のスウェディッ 
シュ•パンド SKITSYSTEM とのスプリット EP は1998年にリリースされた。とはいっても 
WOLFPACK は1曲しか収録されていない。リリース後、数週間ヨーロッパ•ツアーを行な 
っている。（中左）1999年リリースの WOLFPACK 時代名盤中の名盤。ヨーロッパ盤の CD 
は No Tolerance がリリース。翌年アメリカ盤を Crimes Against Humanity がリリース〇さ 
らに2001年にはブラジルの Bombaredio が CD をリリース。 DIY レベルにも関わらず世界 
中でプレスし、支持され続けている驚異的なアルパムだ。このアルパムで Jonsson が脱退。 
後任に Micke を迎えての制作だった。リリース前には DISFEAR とヨーロッパ•ツアーを行 
ない 、 EXTINCTION OF MANKIND とはイングランド•ツアー、同じく EXTINCTION OF 
MANKIND と SKITSYSTEM とスウェーデン•ツアーをしている 。 fAllday Hell 』 リリース後 
は AXIOM と WARMACHINE とアメリカツアーを行なった。（中) WOLFBRIGADE 改名後初 
の音源。挨拶代わりといったところか。（中右)2001年にリリースされたフルアルバム。ダ 
ーク•サウンドとメロディの融合したスタイルは独自のものだ。スウェーデンやノルウェー 
でのライヴや2002年ドイツのフェスティパル 「Fuck The Commerce 』 に参加後メンバー 
チヤンジを行なう。（左)最新 EP 。 レビューページ参照。 
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圧倒的な攻撃力と破壊力、聴き手を威圧するへヴイネスとスピード。これ 
こそ DISGUST を表現する上で必要不可欠な要素であり醍醐味だ。限られ 
たステージ上のスペースと時間を最大限活かした迫力のステージングは、 

観た者全てが DISGUST ワールドに洗脳させられる程強力で、同じギグに 
出演するバンドさえものみ込んでしまうくらい強烈。音楽的に一言でいえ x 
ばグラインドコアだが、世界的にみてもこれほど強カグラインドコア•バン 
ドはそう多くないと断言できる。もしまだ DISGUST を体験していないのなら、 

是非ライヴ体験をしてほしい。間違いなくその迫力あるステージングに〖 

K 0 されることだろ5。 
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一一 1 990年に結成されたとのことですが、 DISGUST を始めるまでの経緯を教え 


てください。 

Masumi : え一つと、オレが一番古いですが DISGUST を始める前にもバンドを組ん 
で活動していたのですが、その後92〜3年頃 DISGUST に加入して…。その当時の 
メンバーは今は誰もいないし、とりあえずオレが古いので•••そんな感じです。 
Satoshi も DISGUST の前は別のバンドで活動していたし、94〜5年に Satoshi が加入。 
続いて Atsu が加入して最初の音源が DESPERATE CORRUPTION とスブリツトかな。 
デモはもっと前の作品で、その頃のメンバーは今はオレしかいません。 


—どろいったバンドに触発、影靨を受けたのでしようか？レコードのビジユアル- 
イメージからは DISRUPT のようなクラス トつぼさ、 ライヴを含めサウンドからは 


グラインドコアを感じるのです が...。 


Masumi : ん一。オレは NAUSEA ( NY )、 HIATUS とか大好きだし DISRUPT も好きだし。 
昔聴いていたのは、やつばり NAPALM DEATH 、 HERESY とか速ければ衝撃があ 


つた歳だったし、それは昔も今も変わつていないですね。 DISGUST は好きなサウ 


ンドをやりたいのでグラインド、クラストとか意識はしてないよ。 


| 0blitcranon Kcrords presents 
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―最近 Relapse から編集盤をリリースした HEMDALE 、 先程話に出てきた埼玉 
の DESPERATE CORRUPTION とのスプリット盤、あと AGATHOCLES のトリビ 
ユート盤に参加してますが、どろいった経緯で？ 

Masumi : 当時 HEMDALE の Craig と友達で、彼は VISCERAL PRODUCTIONS を 
やっていて、オレ達も HEMDALE は好きだし何か作品が残せれば良いなって。そん 
な感じで VISCERAL PRODUCTIONS からリリースさせてもらったんだ 。 DESPERATE 
CORRUPTION のは最初のスプリット 7" EP で、なんとなくお互いリリースしたいね、 
とそんな気軽な感じでリリースしてしまつた 7" EP つす。 AGATHOCLES のトリビユ 
卜はすぐ 0 K の返事をしたね。 




— 現体制になって初音源であり、また初の単独作である 『 Undermankindj につ 
いてエピソードがあったら教えて下さい。またどういった思いが込められているの 
ですか？ 

Atsu :- つの作品として、出来るだけ「今」という時代を浮き彫りにしたかった。長 
い時代の流れの「今」という瞬間、世界で何が起こっていて、何が正しく、間違って 
いるか、その答えに対する考え方、信念はそれぞれ皆異なる。その中で、我々が感じ 
る世界観を一人でも多くの人に共感して欲しいという思いで作成したんだ。その思い 
























はタイトルにも反映されていて 『 Undermankind 』 は 、 「Undermine - 土台を壊す j 
という言葉と 「Mankind - 人類」を融合させた言葉で、現在の人類は抜本的意識改 
革が必要ではないか？と訴えるキーワードとなっているんだ。作品全体を通して、 
人類の本来あるべき姿「平和への協調」と、現状とのギャップ「テクノロジー発達を 
有効活用出来ないどころか悪用している現実 J を再認識してもらいたい。そうすれば、 
我々の日常生活においても、個人レベルで改善出来る事、つまり貢献出来る事が必 
ず見つかると思5。 
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—自主で出そろと思つたのはなぜですか？ 

Masumi : DISGUST なんかリリースしてくれるレーペルなんかないでしよ一。 

—インナーに使用している写真を見ていて思つたのですが、 9.1 1の出来事に対す 
る思いは大きいのでしようか？ボリテイカルな面を持つということは重要ですか？ 

Atsu :9.1 1については、想像を絶する悲劇だ。これは、人類の歴史に大きな傷を残 
すことになる。失われた多数の無実な命に心から追悼の意を表したい。この様な 
テロリズムは過去から繰り返されているが、平和を唱えるはずの宗教理念が屈折 
してしまう現実に大きな疑問を抱いている為、テーマにしたんだ。ポリテイカルな 
面をもつことが重要なのではなく、我々が日々人類の一員として生活している中で、 


通! 
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疑問を抱いた事をテーマとしているだけだよ。 

—ノイジー且つスピードがありながら、整合感のある演奏力が DISGUST の特徴 
でもあると思うのですが、どうでしよう？また語りのようなヴォーカルが時折入る 
ところも、 DISGUST ならではと思います が..。 

Atsu : 特に意識はしていない。我々の楽曲がその様に聴こえるのであれば、そ5聴 
いてもらえればいいと思う。また、ヴォーカルとしては訴えたい事を歌詞にし、表 
現方法を自由なスタンスで考え、一番表現したい方法を選択しているだけだね。 

——嫌な質問かと思いますが、同名バンドがイギリスにいます。向こうに対して名 
前に対してクレームをつけたりしないのですか？相手はライヴをやっていないで 
すが、メンバー橘成が凄いので知名度はありますよね？ 

Masumi : 別に気にしてないよ。オレも UK の DISGUST 好きだしね。 


—各メンバー本職はバンドではなく別にあると思いますが、バンドとして続けて 
いくのに苦労はないですか？年齡的に毎日バンドに時間を費やすわけにはいかな 
いでしようし...。 


DISGUST j^MTI23 




























Masumi : 苦労はハツキリ言ってしていますが、好きな事、楽しい事をやりたいしね。 
ん一每日はムリだけど、 DISGUST のオレを含めてメンバーは時間をみて集中して 
やっています。今、ニューアルパムの曲を作っています。なんとか今年中にはリリ 
ースしたいと思っていますので、よろしく！ 


— 地元のシーンについて教えてください。どういったバンドが活動してますか？ 
また盛り上がりはどうでしようか？ UNHOLY GRAVE 等は全国区というか世界的 
に知られてますが。 

Masumi：UNHOLY GRAV は音源もカツコイイけど、オレは絶対ライヴを観た方が 
楽しいと思っています。名古屋では 「GRIND FREAKSj が定期的にあって、いつも 
DISGUST もお世話になってます。毎回凄いメンツが出演してますよ。過去に 
CORRUPTED 、 CSSO、GORE BEYOND NECROPSY とか出演してて、とにかく 
毎回楽しみです。地元ではあと REALITY CRISIS 、 DE じ TA など凄いパンドはいますよ。 
去年の名古屋の ! "PUNK & DESTROY 」 は最高の2日間で、凄いバンドばかりでした 


— BORIS 、 大砲、原爆オナニーズ等、音楽スタイルの異なるバンドとも交流が 

ありますが、彼等と一緒にライヴをやるメリットは何でしようか？ ^ 為 

Masumi : メリットとかより俺が観たいバンドでもあるし、スタイルが違っていても1#% ^ 暴^ 

遠そうで近いような気がしますが…。でも、すばらしいバンドとの共演ができてい split EP with DESPERATE CORRUPTION 
つも感謝しています。 


— 今まで外国勢では EYEHATEGOD とライヴを行なつてますが、彼等はどうで 
したか？飲みつぶりも凄いんですか？ 

Masumi : 飲みつぶり？飲んでいたかな一。その日のオレはただ EYEHATEGOD 、 
SOILENT GREEN のライヴを観て興奮してました。でもいつもビールを持つてい 
たね 。 [EXTREME THE DOJOj は凄いバンドばかり呼んでくれるので観る側も楽 
しいし、これからも期待しています。 


一一今後の予定ですが 、 DEEP SW のオム:ス CD へ参加するよろですね。その 
詳細について教えて下さい。また他にリリース予定はありますか？ 

Masumi : そ一ですね 。 DEEP SIX から 『Reality #5』に新曲を2曲と、ハードコアパ 
ンドのカヴァー集みたいなオムニバスに1曲参加します。 『 Reality 』 はシリーズ化を 
していて過去に CORRUPTED 、 324とかが参加しているオム ニ バスです 。 『Reality 
#5』では他にどんなバンドが入ってくるかオレはまだ知りませんが、過去のパンド 
を見てもカツコイイバンドが沢山入っていますよ！ハードコアのカヴァー集もどんな 
バンドが参加するかまだわかりません。 DISGUST の選曲は CD を買ってくれればわ 
かります。レコーディング終わりましたので、あとはリリースを待つのみです。 








—お決まりパターンですが、何かメッセージをお顳いします。 

Masumi : これから曲でも作ります。ニューアルバムを早く出したいしね！ライヴも 
当然観に来て欲しいし、 DISGUST が出る企画なんかはかっこいいバンドばかりな 
のでよろしく。ライヴを観に来て感じるものも何かはあると思いますが、オレも好 
きなパンドは CD も聴くけど、ライヴの方がおもしろいな 一。 

Atsu : そう、絶対ライブの方が楽しいと思う。我々のライヴを絶対に見に来て下さい。 


TUndermankindJCD 

(Mask) 

現時点での最新作 『UndermankindJo 
グラインドコアの醍醐味である驚異 
的なブラストを多様した破壊的なス 
ピード感と重低音は惚れぼれするほ 
ど威圧的で、あらゆるものをなぎ倒 
す程強力。現在の Relapse 系クライ 
ンドコアとは違う、これぞ真正クライ 
ンドコア。必須アイテム!!！ 








グラインドコアを超越し、カオテイック且つ独自な世界観を見せつ 
けている SWARRRM。 これほど破壊的で絶望感溢れるサウンドが 
かつて存在していただろうか。ハードコアが持つポジテイヴ•シン 
キングと対比な位置にある気もするが、 SWARRRM が吐き出す悲 
痛なまでの叫びと崩壊は、ステレオ•タイプな考え方を打ち消す程 
終末な世界を表現し、ハードコアが持つ攻撃性、といろ法則が従来 
とは違った解釈で突き進んでいる。 


INTERUIEW 


split CD with NARCOSIS 

このインタビュー後にリリースされ 
たジャケットが印象的な最新音源。 
詳しくはレビューページ参照。 


—まず最初に SWARRRM を始めるまでの経緯を教 
えてください。またバンド名の由来も教えてください。 

kapo : グラインドコアをやるために集まりました。 

―昨年、ヴォーカルの Hatada 氏が脱退しましたが、 
新ヴォーカリストは決まっているのですか？ メンバー 
が変わったことで、他のメンバーの意識も変わったり 
しましたか？またメン^^一が変わった経緯、現ヴォー 
カリストの経緯等を教えて下さい。 
kapo : 新ヴォーカルに1 86 cm の巨人、岡 Z が加入しま 
した。先週、新編成でライブしました。 SWARRRM の 
ヴォーカル•スタイルは Hatada のスタイルではなく、僕 
の趣味全開なので、 Hatada も嫌になったんでしよ5。 
岡 Z はヴォーカル初めてなので、これしかできませんが、 
今後、覚醒するでしよう。僕ら3人は岡 Z に惚れ込んで 
いるので、みんなにみてもらいたいです。 

——ど5いったバンドに触発、影響を受けたのでしよろか？ 
kapo：DISCORDANSE AXIS と BORN AGAINST です。 


—— SWARRRM といえば世間的にはグラインドコアと括 
られていますけど 、 NAPALM DEATH や TERRORIZE !^ 
いった所謂グラインドコアとは違っていると思います。 
どろ思いますか？ 

kapo : そうですね、違うと思います。 EARACHE のパ 
ンドとかは全然好きじやないですね。あとデスメタル 
も苦手です。ブラックメタルは好きですけどね。 
SWARRRM にとってグラインドとはブラストビートの 
事であって、それ以外は自由だと考えます。だからグ 
ラインドであっても胸が熱くなる曲、切なくなる曲、幸 
福な気分になる曲とかも作っていきたいですね。 

—あとカオテイック云々と言われるケースもあります。 
前質問にあるグラインドコアとは違った音ですし。そ 
〇いった部分では意識はありますか？ 

kapo : 僕的には、カオテイック=プログレッシブと考 
えてます。緊張感は、演奏面でも歌にしても1番重要 
な課題にしてます。緊張感や危機感こそハードコアの 
醍醐味だと思ってるので、踊りやすいハードコア、のり 
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アノを取り入れているのには驚きました。誰のアイデア 
なのでしょうか？どういつた効果を狙つたのでしょろか？ 

kapo:CATHARSIS の真似しました。狙いなんて無い 
ですね、やつてみたかつただけです。 


やすいハードコアにはあまり興味ないです。緊張感、危 
機感の追求 こそ SWARRRM の進む道だとは思つてます。 
カオティックというのは、その中の1つの要素ではあります。 


—海外ではカオテイック云々といわれるようなバン 
ドは多い気もするのですが、日本ではあまり存在して 
いないと思います。その分、 SWARRRM により注目が 
浴びていると思ろのですが、どろ思いますか？ 

kapo : 今カオテイックと言われてる HYDRA HEAD の 
バンドとかには興味ないですね。 CONVERGE や 
CANDIRIA とも一緒にやったけど面白くなかったですね。 
DILLINGER ESCAPE PLAN はすごかったですね。 MY 
LAI とか NEWBORN とか好きです。日本でも SCALANE 
とかの方が僕らより、はるかにプログレッシブですね。 
ただ HYDRA HEA のパンドとかより SWARRRM の方が 
ハードコア、グラインドコアにこだわりは強し、でしようね。 


EDGE OF SPRIT のようなニュースクール系や凶 
音のようなバンドとも交流がありますよね？彼等のよう 
なバンドとの交流というのは音楽的な興味からなのか、 
それとも気持ちや姿勢による合致からなのでしようか？ 

kapo: 気持ちや姿勢といった不確かな物を判断の基準 
にすることはないです。 EDGE OF SPRIT は大好きです、 
同郷の誇りです。凶音とか独自のスタイルを感じさせ 
るバンド興味あります。スラッシュとかボスト•ハ—ド 
コアとか流行が出来た事はアンダーグラウンドなシー 
ンが拡大した証拠なんでしよラが、学生のサークル活 




—現時点では昨年リリースされた BLOODRED 
BACTERIA が一番新しい音源ですが、その1曲目でピ 


比較的最近リリースされた CD2 種。左写真は、現 
FROM HELL の Tsukasa 氏在籍時の ATOMIC FIREBALL 
とのスプリット。ただ激しいだけにとどまらずに' より 
深し、世界を描写したかのようなスケールの大きい作品。 
右写真は昨年リリースされたドイツの BLOODRED 
BACTERIA とのスプリット。グラインドコアという力 
テゴリーで括った場合、両者の打ち出したサウンドは 
対称的なほど違う。 BLOODRED BACTERIA は攻擊 
一辺倒な要素が多く盛り込まれているが、一方の 
SWARRRM はここでも独自性を引き出し、違いをま 
ざまざと見せつけている。 


動みたいでウザイです。 

一一年齡的にもバンドに全ての時間を費やすことは難 
しいと思いますが、バンドを続けていく上での"力"と 
なるものは何でしよ5か？ 

kapo: メンバーどうしの思いやり。 


kapo :3 月末に出る NARCOSIS とのスブリット EPS、 
ex 冨獄の Singen と Hatada のツインヴォーカルがすご 
いです。同じく3月に出るらしい RELAPSE の 4way ス 
ブリット 『Japanese Assualt』 ですが、 SWARRRM は 
新曲4曲収録されてますが2001年春の録音です。か 
なりムカついてます。アルバム発売後に東京には行こ 
うと思ってます。地方も呼ばれれば、行きますけどね、 


—地元のシーンについて教えてください。また今注 去年は北海道行きましたし。 


目しているバンドつてありますか？ 

kapo: 大阪は面白いと思いますよ。神戸は知りません。 
MUSE 大好き。 

—今年はいろいろとリリースが控えてますが、聴き 
どころは何でしようか？また HG Fact からフルアルバ 
ムのリリースもありますが、これを期にツアーをした 
りしますか？ 


—今後の目標、意気込み、メッセージをお願いします。 

kapo: ニューアルパムは、関西を代表する3人のエン 
ジニアと3つのスタジオで1年がかりで製作中です。ア 
—トワークはソルマニアの大野氏' 元ハナタラシ、ゼ 
ニゲバ、 VERMILION SUNS の竹谷氏によって製作中 
です。遅くとも5月には出ます。是非御一聴下さい。 
CHAOS & GRIND !!! 


SWARRRM E-mail:kapo@dj8.so-net.ne.jp Web Site: http://www007.upp.so-net.ne.jp/swarrrm/ 
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一一ンドを始めるまでの経緯を教えて下さい。 ’ らね。海外のフアンジンとかでもこのネタ話してるの？ 

Henmarler: こんにちは、ヘンマラです。そうそう Henmarler: いやいや、苦い言うより甘かったよ（笑）、 
1996年の2月14日が BATHTUB SHITTER の結成日 単純にバレンタインデー忘れてたらしいねんって、十 
になるんやけど、 EPIDEMIC CAUSE を辞めてグライ 代のええ思いでなんよね俺的には多分喋るのんは 
ンド•パンドを始めようとしてしてた杉山と俺が始めて初めて思うでネタちゃうし、音楽の話なんてした記憶 
あった日で、それにギターを加えた三人からスタート なんてないからね。海外のインタビューでまともに、ア 
した日かな。この日の事はマジ覚えてんねん、この帰ホな日本人やから堪忍って感じで、毎日が適当よ、う 
り道に当時の彼女のマンションの前通ったら窓に電気丨わあ携帯なつてる•..。ごめんアラームやねん、で。 


なあチヨコレートくれへんかってん(笑)。なんか三| —— （笑)。•.•で、その思い出深い結成日後は？ 

H こ貰ってんけど。...って質問にこたえてへんなあ(笑)。| Henmarler: そのチヨコレートが甘くてさあ一、って言 

J いたいとこなんやけどもね(笑)、まあすぐにペースが決 
十分質問の答えになってるけど、キッツイなあ（笑)。&まってスタジオに入るんやけど曲もないから、みんな 
バンドやっている限り、この苦い思い出は消えないっすか f で TERRORIZER のアルバム全曲を完コピしようって話 
















になってやね。俺以外のメンバーは1週間程度で全曲 
コピーしよるし、 TERR 〇 RIZER のヴオーカルラインっ 
て単調やんね。どろも覚えたくなかったから無理やり 
曲作りの話を進めて、4曲程できたからレコーデイング 
してデモテープを作って、話がまたチヨコレートに戻る 
けど(笑)、その時の歌が mROWN LOVE 」 って曲なんよ。 
で多分50本は作った思5んやけど、あまりの出来の悪 
さで20本しか作ってないって、現在は嘘ついとんねん 
けど幻の 1 st デモです。それからライブ活動し始めるん 
やけど、当時のメンバーって歳が結構離れていて、今 
後のことを考えて歳の若かった俺と杉山で同じ歳位の 
メンバーに変える事になって、曲作りしながらメンバ 
一を捜していて97年の後半に 2 nd デモを作ったんよね、 
この辺から頻繁にペアーズなんかを中心にライヴ活動 
が盛んになってきて、翌年に MCR の方からリリースの 
話をもらって DUD MAN とのスプリット 7 n EP を出し、 
99年に TAG RAG 主催の『ハードコアマラソン2』に曲 
を提供して、この年の後半に T . V . G . REC 〇 RDS から初 
単独作を限定1200枚プレスで出したんよね、この頃 
の話はほとんど覚えてないんよね、メンバーもギター 
が落ち着かずライヴや企画なんかしたり、 2 nd デモも 
卜ータルで5000本以上は売ったんやけど、なんかただ 
ひたすらガムシャラにやってた感じかな若かったよね、 
ごめん(笑)。 

—ガムシャラにやつて覚えてないつて格好イイと思 


いますよ。ある意味、バンクな感じもします。 

Henmarler : う一ん、パンク？...いやいや実はね俺も 
パスタブってパンクちやうかなって思っててん、いや 
笑5なって（笑）。俺が言ろてんのはフアッシヨンや音 
楽って意味じやないねんって、うちらの音ってメタルっ 
ぼい部分もあるやんか、でも PLASTIC - B 〇 MB ってドイ 
ツの中核に位置するパンクのコミニイテイーがあんね 
んけどね、まあドイツ語やったから俺も完全に理解して 
る訳やないんやけども、そこが発行してるフアンジン 
のパンクロックついてのコラムがあって 、 BATHTUB 
SHITTER もまたパンクパンドのひとつや、って書かれ 
てるの見て素直に嬉しかったんよね、広い意味でのパ 
ンクって音楽のジャンルの中で俺等がギリギリの境界 
線って感じで載ってて、ヤッホウって感じ(笑)。 

——つまり、例えば先程言ってた TERRORIZER なん 
か良い例だと思うんですよ。音的にはメタル寄りなの 
に一般的にはバンク側のバンドとして認知されている。 
そういう意味で BATHTUB SHITTER も同じ空気を感 
じますからね。ドイツの PLASTIC-BOMB ってのも、そ 
ういう事が言いたかったんじやないですかね？ 
Henmarler :きっとそうや思うし、思いたいよね。 
MORBID ANGEL とかやとメタルになんねやろうし、メ 
タルサイドの人間とも実際には仲良いねんけど、アメリ 
力から来たメロデイク■パンクの NOTHING COOL とか 
なんかとは普通に仲良しやしね(笑)。さすがに日本全 



国を周るのはキツイやろ、グラインドとメロコアでさぁ、 
だから新神楽のクルーにはメツサ感謝してるし、俺達 
は一番問題なさそうなメロ系以外も出演する NOTHING 
C 00 L の滋賀公演にだけ友情出演さしてもら5ことに 
なってるんやけどね、普通のグラインダーなら理解し 
ずらい関係やろね。グラインドって言うてもゴア、クラ 

mmsr BATHTUB SHITTER 


ラスト、デス、カオテイク、ノイズ、ポルノ系とかに分か 
れるんやろけど 、 BATHTUB SHITTER がクラストより 
のグラインドに分類されてるのには正直笑5ね、違ろ 
やろって！否定はせんけど音は絶対ちやうし、かと言う 
てこの前は日本のメタルゴッドやってアメリカのキッズ 
からメールがあって、普段は全てのメールに返事なん 











か答える時間なんてないんやけど、なんかこの子のフ 
アンレターが凄く印象的で、この子にはバスタブはパ 
ンク•パンドやって長い時間かけて理解してもらった(笑)。 
ごめん話が飛んでってへんか俺って。うお一煙草逆に 
火つけても5たやんかあ、臭いわあ(笑)。 

——ようするに、メタリックな音を評価した上で、そう 
いう気持ちや姿勢の部分も評価しているってことですよ。 
僕はそういうスタンスというか、そういうバンド好きだ 
しね。具体的にはどんなバンドに影響を受けてるの？ 

Henmarler : ゴホォゴホッ、煙が...。いや本当にエエ事 
言うよね、涙でてきたも煙のせいちや5でほんま。今 
現在は誰かに影響を受けてるとは思わんけど、結成当 
初は TERRORIZER やろうね。あと SxOxB、EXTREME 
NOISE TERROR とか初期 EARACHE の頃のパンドにな 
ると思うよ、この頃の俺はグラインドいうより MELT 


曲作りに関して言5なら杉山が若い頃に影響を受けて 
きた中期スラッシュメタル、初期グラインド、ファスト 
やろね80年代後半の。俺はリアルでこの時代を知らんし、 
既に中高の頃って PANTERA や NIRVANA、OFFSPRING 
なんかが流行ってた時代やったし、 TERRORIZER を聞 
かされた時は素直にかっこいい思ったよ。俺がパスタ 
ブ始めた頃は日本でメロコア、メロデス、ゴシックなん 
かが流行りかけた時代やったし、俺自身ガキやったか 
らいろいろハマってたし、高校生の時代は友達がクラ 
ブで DJ してたから、最初は週二回はナンパ目的で遊び 
にいってて、しだいにレゲエとかヒップホップとかよう 
聴いてたわ。今でもレゲエはルーツもダブもダンスホ 
ールも大好きやで。今は新しいベースに黒木が加入し 
て俺達が知らん後の音楽をバスタブに運んで来てくれ 
ると嬉しいねんけど…。 RELAPSE グラインドやブルデ 


BANANA 、 ZENIGEVA 、 DUBWAR とか好きやつたしね。 A i 1 ^ ▲▲ 
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ーツを 活かして ね。 


スとかカオテイク、エモ系とか聞かしな俺...。皆の影 
響受けた音楽が上手いことまとまっていけば、ええ曲 
になるんちや5かな。でも最近気がついたんやけどね、 
むちやむちや厳ついパンクロックって言うか、俺も何 
でデス声なんやろってって自問自答してみろって、ア 
メリカの友達に言われたわけよ。歌詞の中に普通の声 
で歌ったら恥ずかしいくらいの感情を詰め込んでるか 
らね、愛よ愛、俺なりの。だからへヴイになんねんて。 
これは俺自身なんやけど、俺はグラインドそない好き 
ちやうねんやあ、歌詞がないパンドは論外やし、ポリ 
テイカル言いながら人と同じ事ばっか歌ってるファシ 
ヨングラインドとか、いまさらグラインドに初期衝動な 
んて求めるがおかしいねんって 、 NAPALM DEATH 
のコピー？ AxCx のコピー？なんて感じやしね。高校 
生の頃 MEI_T BANANA に出会って、なんじやコラーっ 
て思った。アレは俺の中で最高の日やったし忘れられ 
へん、この場をかりて縣さんにメッセージを、ごぶさた 
してます、大好きですハート、ってゴメンちやい、話を 
戻すけど俺は次の世代にはブラストを超える技を編み 
出して欲しいって事なんよねキッズども頑張れ、って 
な感じです、嘘ついてた、グラインドも好きですよ。 

—キッズども頑張れじやなくて 、 BATHTUB SHITTER 
が次世代の音をやつちやってくださいよ(笑)。安易な発想 


Henmarler : (笑）俺ももうええ歳やで。嘘よ永遠の19 
歳ヘンマラやから（爆笑)。結構チヤレンジしてるはず 
やけどな曲作りに関して言うたら、まあライヴ見てく 
れたらバスタブが他のグラインド•パンドとちやうって 
のは理解してもらえるやろけどね。まあ最近リリース 
してる作品自体が俺達にしたら常に過去やしね。現在 
の俺達のサウンドに一番近いんってキプロス共和国か 
らリリースした5枚目のシングルやわ。即効初回プレ 
スなくなったから入手困難や思うけど、この 『 FAST 』 
がリリースされる頃にはセカンドプレスが出来てると 
思ろので聞いてもらえると嬉しいよね、結成当初に俺 
自身が BATHTUB SHITTER で目指してたサウンドは 
この EP に詰まってるから、ヘンマラ推薦盤よ、うちら 
結構海外リリースが続いてるから国内で購入しづらい 
と思うけど頑張って捜してなあ 。 『Mark A Muck 』 て赤 
のジヤゲの EP あんねんけど、あれの B 面に収録してる 
タイトル曲は8分くらいはあんねん。グラインド系で8 
分は珍しいやろ？スラツジコアとは全然ちや5し。前 
半は、ひたすらルーブしてるんやけどね。杉山の一番 
のお気に入りの佳作らしいで、快作じやないらしいけ 
ど（笑)。普段からグラインド/スラツジばかり聴いてる 
子には面白いと思うよ。でその質問に答えるとするなら、 
俺は家で聴く曲とバスタブでやりたい音楽が違うのね、 
バスタブでは歌詞に集中したいし、へヴイな音作りに 
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は挑戦したいしね。俺はヴオーカリストやから歌にな 
るんよね曲よりも、まあ冷静に考えて曲の最初から最 
後まで歌い通してるやんか俺って。楽器隊がエエ事や 
ってんのに消してる部分あるよね、まあ俺的には他の 
グラインド•パンドでヴオーカルはできないと思うよ、 
単調すぎて飽きるやろうし。一人でツインヴオーカル 
できるし踊れるしね、きっと俺はバスタブの事が大好 
きなんよね、こんなバンドおったら面白いのにっての 
を演じてると言うか、幸せなんよ。うちのパンドって 
他のグラインドよりボップに聞こえたりする思うけど、 
曲作りの段階が違うちやうかな？他にグラインド•バ 
ンドをやった事ないからなんとも言われへんけど…。 
まあ質問に上手いこと答えてないからゴメンなんやけ 
どね。グラインド自体が音楽の歴史の中で異端であり 
革命やったと思5のよね、十数年経ってもグラインド- 
シーン言うのは NAPALM DEAH やら AxCx のコピバン 
みたいな連中がぎよ5さんおるやんか、今でも。ハー 
ドコア•シーンでグラインドが発生したように、今度は 
グラインド■シーンの中でも革命は起こりえる事や思 


ろのね俺は。 

—そういう意味でも BATHTUB SHITTER には期待 
してますから、マジで！ところで、音源とリリースに 
関してはいろいろ予定されてますが、今後のライヴ活 
動の予定は？ドイツの 『FUCK THE COMMRECE 』 
に出演するって聞きましたが。 

Henmarler : さすが 『 FAST 』 ってだけのことはありますね、 
情報も 『 FAST 』 だねぇ（笑）。今年開催されるの 『FUCK 
THE COMMRECE 』 の方にはオファーあったので行きま 
すよ、現時点では細かい詳細出てないのでバスタブが 
いつ演奏するか未定なんやけどね。 DISMEMBER や 
ENTOMBED とか豪華メンツなのでガッツーンとやっ 
つけてきますよ。あと予定としては夏にもう一度ヨー 
ロッパに飛んで、秋にアメリカのフェステイパルに行く 
予定にしてるんやけど、 www . bathtubshitter . com で 
チェックしてくれると助かりますわあ。ここ最近は地元 
大阪でのライヴやってないから、見れる機会に是非遊 
びに来てやあ。 
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ハードコアはライヴが命、ごもっともな意見だし反論 
はないだろう。ライヴハウスへ向かう際の期待にはじ 
まり、会場へ足を踏み入れた際の緊張感、そして爆音 
開始と共に会場を照らしていたライトが消えて場内で 
は興奮して絶叫、そして暴れ出す。つまりハードコアを 
語る上で不可欠なアテイチュードは、このときだけは 
勢いだけで十分だ。バンドが何を考え、そのために何 
をしているのか、会場で観ている者ならわかっている 
はずだから。求めるものはただひとつ、格好良いステ 
ージングを望んでいるだけなのだ。ウンチクなんて必 
要ない。また家でレコードを聴いているだけでは、ハ 
ードコアの魅力なんてわかるわけがない。 

ただしライヴに及ばなくても、ライヴに限りなく近い 
爆音が自宅で気軽に聴けて楽しめる、なお且つパンド 
のポリシーやアテイチュードが手にとってわかるレコ 
ードだってあるのは事実だ。レコードのリリースは日々 
膨大なので全てを掲載することはできないが、ここで 
はそんな激しくリスナーを圧倒するレコードの一部を 
紹介する。ただし世の中には大満足なレコードもあれ 
ば退屈なレコードも存在するので、本誌としてはボリ 
シーとまでは言わないが、大満足なレコードのみを紹 
介することにしている。メジャー誌のように、どんなに 
退屈なレコードであっても会社の利害関係から全てを 
掲載しなくてはならない、なんて状況になると、醜い 
文章になりかねない。その醜い文章を読んで、読者に 


不快感を与えるのもどろかと思うし、だいたい嫌いな 
レコードを本誌に掲載なんかしたくない。しかし誤解 
しないでほしいのはリリースのタイミング的に掲載を 
見送ったレコードもあるし、金銭的にあれもこれも入 
手できるわけではないので掲載を逃したレコード等ま 
だまだ素晴しいレコードはあるということ。今年リリー 
スされた DISCHARGE のへヴィウェイトな 1 st LP や、長 
年探し求めていたレコードが欲しいときもあるし、金 
銭面でもなかなか全てを掲載するなんてことは難しい 
のだ。 

大切なのは自分の耳で確かめること。本誌のよろなフ 
アンジンやレコードショップで売られているレコード 
に寄せたコメントも単なる一意見であり、感想に過ぎ 
ないので鵜呑みにしないでほしい。あくまでも参考程 
度に。またレコードショップでグラインドコアやクラス 
卜等々区切られているケースは多いが、売り手が管理 
しやすいといろ理由もあるかもしれないが、買い手側 
が欲しいレコードを簡単に見つけやすくするために分 
けているのだ。 

でもハードコアは、何だかんだ言ったってやっばりラ 
イヴで潜在能力と魅力が発揮されるのだ。巻頭ページ 
を飾っている GUILLOTINE TERROR の企画ギグ 「Street 
Anarchism 』 を例にとってみても毎回様々な音楽スタ 
イルのパンドが出演するので、あらたな発見をするに 
はうつてつけ。いろいろ聴いて、体で感じ取つてほしい。 


※既に売り切れているレコードもあるかもしれません。あらかじめご了承下さい。またレーベル住所は念のためそれぞれ確認してください。 
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I BATHTUB SHITTER 
『97+3 Shit Points 』7 "EP 

Power It Up(Postfach 1114, 38156 Vechelde, Germany) 

海外における知名度の高さには驚かされるが、音楽としての出来はもち 
ろんのこと、ハードコア•パンドとしての恐ろしいまでの迫力や魅力が打 
ち出せれているからこその結果だと思う。この 7 "EP は97年のデモ音源と、 
DUDMAN とのスプリット盤の曲を収録。頭のてっぺんから声を発してい 
るかのような ANAL CUNT ばりの発狂ボイスと、地を這うという形容が 
似つかわしいド迫力な重低音ボイスが終始暴れまわる。さらに破壊力の 
あるつんのめりそうなグラインド•サウンドとのパランスが絶妙。精度の 
高い真正グラインドコア路線をいくスタイルなのでそれだけで買い。今 
後の展開にも十分期待できるほど魅力あるバンドだ。 



I BLEED FOR PAIN 
『邯鄲の夢 』 LP 

Earthbound Records (2A 1-15-8 Hatagaya, Shibuya-ku, Tokyo 151-0072 Japan) 

昨年末、 D . S .-13 のジャパンツアーのサボートにより一躍全国区なバン 
ドへと昇格した感が強く、この IstLP で聴ける廃虚感が漂いつつ危機迫 
るハードコア■サウンドの感想は、独創的な音であるという一言に尽きる。 
基本的には日本語を駆使した日本特有のハードコアであることに間違い 
はないが、しかしながら90年代のスカンジナビア•ブラックメタルや80 
年代のジャーマンメタルにも似たメロディックなフレーズを聴きとれる 
ことができ、非常に興味深い。オリジナルなサウンドを生み出した要因は、 
奥ゆかしささえ感じるバックボーンの深さによるところが大きいと思う。 
ハードコアは良い意味で進化していると再認識。必須アイテム!！！ 



I BURN YOUR BRIDGES 
LP 

Deep Six Records (P.O.Box 6911, Burbank, CA 91510 USA) 

パワーヴァイオレンス■ゴッド SPAZZ の Chris と LACK ON INTEREST の 
Bob による夢の共演!！！この2人がタッグチームを組むだけでも購買意 
欲をそそるグレイトなレコード。さらに、即ジャケ買いしそうなアートワ 
ークもハイセンスすぎる！！！ファストコアのような軽快さを重視した疾走 
ではなく、上記両パンドの音を組み合わせて、ドッシリと構えたへヴィ級 
の重みで強引に突進。また全体のパランスを崩さない程度に起伏のあ 
る曲展開は、これもまさにパワーヴァイオレンスそのもの。90年代に卷 
き起こったブームが去ってパワーヴァイオレンスは過去の代物とされて 
いるけど、これを聴く限り現在進行形だと感じた。 



I DEFECTOR 

『パンク•システム■デストロイ』 7 "EP 

Crust War 

(Distributed by MCR Company:157 Kamiagu Maizuru, Kyoto 624-0913 Japan) 

ノイズ性や暴力性の極めて高いサウンドを全世界に向けて発信している 
大阪 Crust War より、フアンジンに付録されていた EP に続く DEFECTOR 
の2作目。危険極まりない騒音や雑音の域に達するほど喧しくてろるさ 
いサウンドは、永遠に続くノイズの壁で覆われて、その壁の向こう側を爆 
走する音楽はレベルが高く格好良い。またスピーカーの前から流れ出た 
破壊的なサウンドは、あらゆるモノをぶち壊すほど重厚なブルータル•ハ 
ードコアで強力だ。危険度が高い容赦ないアタックにより、聴く者全てが 
ノックダウンすることだろう。あらゆる面が極端な方向へと向かい、ゆ 
えに正真正銘ハードコアにカテゴリーされるべきサウンドだ。 
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I DESTROY 

『DiscographyJCD 

Havoc Records (P.O.Box 8585, Minneapolis, MN 55408 USA) 

ご存知 Felix Von Havoc が CODE 13 以前に活動させていたバンドの全 
音源集。 C 0 DE 1 3と違ってグラインドコア色は感じさせず 、 EXTREME 
NOISE TERROR 以降のダーティーなクラストコアからの影響が色濃く 
出ている。 Felix 以外にもヴォーカストが存在したデュアル•ヴォーカル 
時期もあるなど、いろいろな面でクラストの王道をいくスタイルで、ま 
た同時期に活動していた DISRUPT 辺りとも音楽的に共通点は多い。か 
つてのライヴ•フライヤーも多数掲載されており、今考えると意外なパ 
ンドとの共演も発見、非常に興味深い。 Felix の音楽的趣向の変化が、良 
い意味で時代の流れを感じさせる。 



I DESTROYER 666 
『Terror AbraxasJCD 

Iron Pegasus Records (P.O.Box 1462, 56804 Cochem, Mosel, Germany) 

元々は才ーストラリアのブラックメタル•ゴッド BESTIAL WARLUST の 
Keith のプロジェクトとしてスタートさせた、本誌ではお馴染み （？） の才 
—ストラリアのアンチクリスチヤン最新作。基本路線は前作と同様、90 
年代グラインドコアやデスメタルを通過せずに、オーストラリア特有の 
オールドスクール•ブラックメタルの通称ウォーブラックなサウンドで爆 
走する。時折、北欧ヴァイキングな雰囲気を釀し出してはいるけど、ラ 
イヴにおける迫力はもちろんのこと、全体的には攻撃一辺倒な姿勢を押 
し出しグレイト。アンダーグラウンド•メタルだけでなく、パンク•ハード 
コア側からも熱い支持を受けるのも頷けるほど怒りに溢れている。 



I DESTRUCCION / NAILBITER 
split 12 "EP 

何とも言えぬシヨボいジャケットだから、逆に思わず手にとつてしまう 
人も多いと思うけど、期待を裏切らないほどロウ•パンクで最高だ。まず 
A 面のロンドン在住ブラジリアン NAILBITER は、 DISCHARGE 風のメタ 
リックな D - beat 要素を取り入れつつ、ノイジーな ANTI CIMEX を思わせ 
クールなのだ。私的には後者よりお気に入り。どこかで聴いたことのあ 
るリフも飛び出すけど、よしとしよう。一方の DESTRUCCION はスペイ 
ンの大注目ボンコツ D - beat ハードコア。独特の雰囲気が釀し出されるス 
ペイン語によるヴォーカルとの絡みもスリリングで、ある意味これぞパ 
ンク、といえるほどのチープ具合がナイス。 


隠！！纏 



MAKlNEfcO^ HUO^ >E WTA 


I DISASTER 

『La Casa De La CacaJ 7 "EP 

Sounds Of Betrayat(Box 709 2, 200 42 Malmo, Sweden) 

スウエディッシユ•グラインドコア•シーンから送り出された大注目の 2 人 
組による1 st 。最小編成ではあるけど、マニアを唸らせるだけの迫力と 
重厚さに震える。機械を駆使し、人間のレンジを越えたスピードはある 
意味反則技に近く、この迫力をライヴで再現するのは不可能ではないか 
と心配させられるが、それ以前に曲の良さが目につくので 0 K としてしま 
う自分は甘いでしようか？細かく砕け散ったノイズを全体にばらまいて 
ザラついた感触を与え、強烈なエッジによりインパクトを出している。そ 
5いった点では NASUM にも似た騒音性が魅力ともいえるのだ。ボリテ 
イカルな姿勢丸出しな雰囲気も二重丸。今後に期待大なバンド!！！ 
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I DISCLOSE 

『Neverending WarJ 7 "EP 

Dan-Doh Records("K-Club"Honmachi 2-1-26, Kochi 780-0870 Japan) 

世界中の' ' DIS " サウンドの中核であり発火点でもある、言わずと知れた 
世界の DISCLOSE 。 昨年 Dan - Doh よりリリースされた 『Apocalypse Of 
Death 』 に続く今年初の最新音源。とやかく説明する必要もないでしよろ。 
初期に比べるとメタリックな部分が増え、硬質に鋭く突き刺さる強力な 
D - beaU こ誰もが即死しないわけがないのだ。日本人として誇りに思える 
ほど素晴らしく、そして格好良い。ジャケットからして欲しくならない人 
なんていないでしよう。高知が産んだ史上最強バンドで、ライヴで"絵" 
になるバンドってそうはいない。はっきり言って褒め言葉しか浮かんで 
こない、これが正直な気持ち。 



I DISCLOSE 

『Raw Brutal Assault vol .1 JCD 

Dan-Doh Records("K-Club"Honmachi 2-1-26, Kochi 780-0870 Japan) 

続く最新リリースも同じく Dan - Doh から。コレがとにかく凄い！！！広告 
や噂で知っていた人もいると思ろけど、超入手困難なデモを含む初期音 
源集。本誌締め切り （？） 直前に入手したけど、コレを紹介せずにはいら 
れないでしよう。見ているだけでも興奮するブックレットをパッケージ 
ングし、75曲 (!！!) も収録した超豪華2枚組にもかかわらず二千円という 
お手頃さ。世界中の DISCLOSE フアンはよだれモンのハイパーグレイト 
CD !!! 以前 Your Own Jailer からリリースされた 『No More PainJLP も 
感動したけど、この質と量と満足度は比にならない。売り切れてから後 
悔しないように即ゲツト!！！ 



■ DUMBS 

■ split 7" 

■ Thought 


UMBSTRUCK/Y 
it 7 "EP 

Crime(Boxhagener Str.22, 10245 Berlin, Germany) 


御存知 RIPCORD のメンバー含む UK ベテラン■スラッシヤーによる久し 
ぶりの音源は、ドイツの発狂ブルータル■パワーヴァイオレンスとのスプ 
リット EP 。 前者 DUMBTRUCK 、 良い意味で落ち着きがある80年代のサ 
ウンドと適度なスピード感を持ち合わせた大人なスラッシュ。一方の Y は、 
以前聴いたときよりも唐突さが減り、直線的なファストコアな印象が強 
くなった感もある。最も勢いのあった頃の CAPITALIST CASUALTIES 
的なパワーヴァイオレンスというのが妥当かな。曖昧かもしれないが、ド 
イツ産パワーヴァイオレンスらしい音とも言える。しかし個人的にはフ 
エイドアウトはいただけない。 



DYING FETUS 
『Stop At NothingJCD 

Ritual Records 

(Ikebukuro Wakabayashi Bldg 5F 2-16-19 Mejiro Toshima-ku, Tokyo 171-0031 JAPAN) 
所謂ニュースクールやデスコア同様のグルーヴ感やモツシュパートの導 
入により、デスメタル系の枠を大きくはみ出して各方面から高評価を得 
ている大人気 DYING FETUS 。 単純にスロー〜ミツドテンポだけを行き 
来するのではなく、グラインドコア級の高速ブラストビートを所々組み込 
む等変化をっけている。リズムチェンジが激しく、多くのリフが繰り出さ 
れるため後期 DARK ANGEL を思い起こしてしまったが(私だけか？）、 
CRYPTOPSY のような隙間のない重厚グライデイングデスに終始圧倒 
される。日本盤には、野獣ボイスによる NEXT STEP UP のブルータル- 
ラッピン•ソングを収録。しかも大阪でのライヴ!！！ 
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I THE DYING LIGHT 

『Survival Guide To The ApocalypseJCD 

Ritual Records 

(Ikebukuro Wakabayashi Bldg 5F 2-16-19 Mejiro Toshima-ku, Tokyo 171-0031 JAPAN) 
単刀直入に言ってエクセレント！！！ HEMLOCK や CATTLE PRESS で活 
躍した 90 年代地下シーンの強者が結集し、80年代のユーロなブラック • 
スラッシュの魅力を存分に感じさせるほどブラックな地下メタルを打ち 
出した。 SLAYER を彷佛させるハイトーンなシャウトを時折聴かせなが 
ら全体的には BATH 0 RY 以降のブラックメタル風の邪悪なヴォーカル、 
80年代の良い時代を思わせる格好良いリフとギター中心に疾走するリ 
ズム、ダーティーな世界観、個性的且つグレイトなジャケット、トレイに 
あるコラージュ写真等々全て良いそ!！！ DESTROYER 666に匹敵する 
程ブラック•スラツシユの理想形!！！ 



I THE END 

『Transfer Trachea Reverberations from Point : False Omniscient』CD 

Ritual Records 

(Ikebukuro Wakabayashi Bldg 5F 2-16-19 Mejiro Toshima-ku, Tokyo 171-0031 JAPAN) 

悲痛な叫びと破壊とが共存し、複雑な展開によって聴き手を混乱の世界 
へ陥れる1 St 。 メ ロディやリフといった従来の音楽に必要なものを一切排 
除し、感性の部分だけで構築したかのよろな奇怪な曲が続き、そのため 
不快感さえ生まれるほど病的なリズムは難解且つ複雑だ。正直ここまでく 
るとハードコアという概念では通用せず、もはや前衛音楽またはフリーミ 
ユージツクの域に達しているほど芸術性に満ちている。あえていえばカオ 
ティツク•ハードコアということになるのだろうが、音楽として破壊を極め 
るとここまで非人間的な音楽になるのか、と考えさせられた。そういった 
意味ではハードコアを含めた地下音楽の極みともいえる。究極で極限！！！ 



I FRAMTID 

『Under The Ashes 』 1 2 "EP 

Crust War 

(Distributed by MCR Company:157 Kamiagu Maizuru, Kyoto 624-0913 Japan) 

クラスト好きを自称するなら、知らない者はいないとはっきりと断言でき 
る大阪代表クラスティーズで、本作は待望の12インチ。スカンジナビア 
流 D-beat が大阪の地で見事に再生し、本拠地のバンドを凌ぐ勢いはノイ 
ジーで熱く恐ろしいほど音で圧倒する。その勢いもさることながら、楽曲 
面での良さが光っているからこそより激しさが増すのだと思う。技術や金 
銭的な支えではなく、音楽に取り組む姿勢やこれらハードコアに対する想 
いがどれだけ強いのかが重要なのだ。一部の偽パンクスが戦争はリアリテ 
ィがないと一時期言っていたが、ここで聴ける言葉にはたしてリアリティ 
がないと言えるのか。全てが危機迫っている、全てが本気モード全開!！！ 



I FROM HELL 
CD 

Ritual Records 

(Ikebukuro Wakabayashi Bldg 5F 2-16-19 Mejiro Toshima-ku, Tokyo 171-0031 JAPAN) 
バンド名からして HELLCHILD の影がちらつく FROM HELL 待望のデビ 
ュー作。ヘルチヤ好きにとつてみれば、どのような形にしろあのメンツ 
が復活したのだから狂喜モノ。後期へルチヤを彷彿させながら、一歩踏 
み込んだうねるようなスケールの大きいサウンドは、現在の地下音楽シ 
—ンの中では異色な存在でありながらオリジナリティーに溢れている。 
元へルチヤの Yasuo 氏、オリジナルメンバーの Naito 氏、 TOKYO 
YANKEES の Nori 氏が放つ最凶へヴィサウンドと、 Tsukasa 氏の野獣ボ 
イスとの絡みはヘルチヤよりも凄みを増した。速いハードコアではないが、 
同様の空気を感じるのは自分だけではないはずだ。 
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I INTENSITY / ANTICHRIST 
split 7 "EP 

Trujaca Fala(P.O.Box 13, 81-806 Sopot 6, Poland) 

現在のスウェーデン•シーンの中でもトップクラスの勢いがある御存知 
INTENSITY 。 ユースクルー系スラッシュ•ハードコアのライヴ感あるス 
ピードにウェイトを置き 、 HIS HERO IS GONE 以降の哀愁あるメロディ、 
または北欧メロディック•デスメタルやニュースクール■ハードコア、それ 
らを見事で融合させた感覚は新鮮だ。まだまだ勢いは増すばかり。そん 
なグレイトなバンドの裏面はボーランドの ANTICHRIST 。 デスメタル的 
なダウンチューニングを施したへヴィハードコアで、強力な音はまさに 
鈍器のよろな重さ。前者からメロデイの部分を排除したよ5な感じで、 
恐ろしいほどの音圧に惑わされてしま5ほど威圧的！ 



I KUNGFU RICK 

『Coming To an EndJLP 

625(P.O.Box 42341 3, San Francisco, CA 94142-3413, USA) 

いきなり緩急つけた爆音で猛突進する爆裂作。語尾を気持ち少し上げて 
限界域でシヤウトするヴォーカルや、スローダウンしたへヴィ•パートか 
らメロディックなファスト•パートへ一気に飛ばし、一連のニュースクール- 
ハードコア的な印象を与える部分を所々取り入れている。物凄い重圧で 
轟音に凄みが増す。全体の雰囲気としては、起伏の激しい曲展開と、ダ 
ークなグラインド•サウンドと発狂ボイスの絡みからパワーヴァイオレン 
ス全盛期に多かったタイプのよろにも感じられ、以前よりもハードコア色 
が濃くなったと思う。でも一概にパワーヴァイオレンスだとかグラインド 
コアだとか形容できない個性派ハードコア。しかしどうやら最終作らしい。 



I L'AMICO Dl MARTUCCI 
7 "EP 

Agipunk 

(Distributed by MCR Company:157 Kamiagu Maizuru, Kyoto 624-0913 Japan) 

OHUZAZU のメンバーによって結成されたというイタリアのグレイト•ハ 
—ドコア。下記バンドとは対象的に、明るくそして軽快に突っ走るのが魅 
力的だ。軽さは錯角かもしれないが、ここで使われる言語はハードコア 
で不可欠なスピードをより引き立て、80年代初期〜中期のハードコア的 
な雰囲気を漂わせる要因になり、総合的に軽く聴こえてしまろのかも。 
それがある意味イタリア的なのかもしれないが、シンプルに突き進むハ 
ードコアはイギリスや他のヨーロッパではあまり聴けないと思う。良い 
意味でのチープさが L'AMICO Dl MARTUCCI の魅力であり、また言語 
ひとつで曲全体の雰囲気を変えてしまうことにも気付かされる。 



I NASUM 
『 Helvete』CD 

Ritual Records 

(Ikebukuro Wakabayashi Bldg 5F 2-16-19 Mejiro Toshima-ku, Tokyo 171-0031 JAPAN) 

在籍メンバーが KRIGSHOT に参加していることでも有名な、スウェーデ 
ン最強グラインドコアの 3 rd アルパム。グラインドコアという聴いてその 
ままのイメージだけでなく、 KRIGSHOT に近いキャラクターイメージも 
明確に示しているよ5に思5。以前はオリジナリティをあまり感じさせ 
ないと思つていた NASUM のサウンドは、今こうして新作を聴いてみると、 
スウェーデン特有のジャリジャリとしたノイズ感とトルクのある加速感は、 
一発で NASUM と判るほどオリジナリティあるグラインドコアに変貌して 
いたことに気付く。 NASUM のオリジナルメンバーや NAPALM DEATH 
の Shane Embury 等がゲスト参加。 
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1 9 SHOCKS TERROR 

『Zen and The Art of Beating Your AssJCD 

Havoc Records(P.O.Box 8585, Minneapolis, MN 55408 USA) 

日本のハードコアが好きな のは バンド名から察することができるだろう。 
LIP CREAM から頂戴したのは明白。むろん音においてもジャパコアの 
影響下にアリ。しかしながら基本的にはアメリカ特有のカラッとしたハ 
—ドコアで、むやみにスピードに頼らず、シンプルながらも印象に残る 
フレーズのオンパレード。1曲目から心地よいほど。また一見すると 1 st 
アルパムの単なる CD 化と思われるけど、侮るなかれ、実は数多くリリー 
スされた EP やコンビレーシヨン盤に提供した曲を惜し気もなくぶち込ん 
だ全34曲収錄のディスコグラフィ的 CD なのだ。まさに今が旬なバンド。 
それだけでも買う価値アリな CD で、日本人としては聴いておきたい作品。 





I OXIDISED RAZOR 
u ... Carne ... bangre..JCD 

Obliteration Records(3-41-16 Sumida, Sumida-ku, Tokyo 131-0031 Japan) 

REGENERACION が発展したメキシコ最凶にして超下劣な屍体系ゴア 
グラインド OXIDISED RAZOR の新作。ポルノ系を思わせる綺麗な女性 
との対比によって一段と下劣さを増したジャケット通り、死臭漂うゴア 
グラインドのダーテイーワールドが初っばなから炸裂し粉砕。元々 
REGENERACION 自体、多少なりともハードコア色が感じられたが、こ 
のバンドに発展してもハードコアなテイストを感じないわけでもない。た 
だし、豚が苦しんで鳴き喚くかのごときヴオーカル、メロデイを気にしな 
い卑劣な までの 野蛮なリズム、共にゴアグラインドの王道をいく傑作だ。 
ブックレツトには、シリアルキラー好きにはたまらない写真も掲載。 



I PHOBIA / RESIST & EXIST 
split 12 "EP 

Profane Existence Records (P.O.Box 8722, Minneapolis, MN 55408 USA) 

少し前まではクラストといえばミネアポリスとまで言われたくらいだったが、 
その中心はもちろんこの Profane Existence だった。で、この復活作。前 
者 PHOBIA は今更説明のしようがないほど完成形に近いグラインドコア。 
ただし以前よりデスメタル的な要素が減り、その分真正ハードコアな印 
象が高まった。ブックレットに掲載しているメンバーが着用している T シ 
ヤツをみると、なるほど、と思うだろう。裏面 RESIST & EXIST は、アジ 
ア系ヴオーカリストを含むため CRUCIFIX の影がチラつくアナーコ•ハー 
ドコア。ギターサウンドを中心に、出だしを含め随所にメタリックな色を 
つけ好感度アップ。グレイト!！！ 



I PHOBIA 

『Grind Your Fucking Head InJCD 

Deep Six Records (P.O.Box 6911, Burbank, CA 91510 USA) 

上記 RESIST & EXIST とのスプリットに続くニューアルバム。続けて聴 
いてみたが、通常通りのブラストビートを絡めたスピードと発狂ボイスが、 
何となく今まで通りの PHOBIA らしいグラインドコア路線の流れの印象 
を感じさせた。そう思つたのは私だけか？しかしこのへヴィなサウンド、 
これはハードコアだとかデスメタルとかいう前に、聴いた者は皆圧倒さ 
れるに違いない。終始ブラストを入れて音を粒子に近し\ほど細かくせずに、 
固まりにしながらも全く隙間を作らない洪水は、ごまかしがきかないほ 
ど凄い。各曲が優れているのはもちろん、曲の流れも良く、アルバム全 
体としても成立している。 LA のグラインドコアの醍醐味満載!！！ 
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I PHONOPHOBIA 

『■…. of The People ? By The People ? For The People ? J 7 "LP 

Paank Levyt( 1-4-9 TAS201 Hatanaka, Niiza-shi, Saitama 352-0012 Japan) 

今話題の東京クラステイーズ。彼等に対してクラストとい5説明が適切 
かとは思5けど、何なんだ、この破壊的な音楽は!？絶望感漂ろ混沌とし 
た廃虚空間、そのうえ曲も良い。このよ5な条件で曲が成立するとは!！！ 
ハードコアが持つ影の部分を強調、そして時にスピードを殺してまで重 
い世界感を表現している。つまり彼等のセンスの良さが活かされ光つて 
いるからなのは当然だが、その結果を生み出したのは彼等の怒りによる 
ものなのか？私のボキャブラリーでは適切な例えが出てこないほど、こ 
の音と空気感は PH 〇 N 0 PH 0 BIA 独自のものだ。それゆえ、誰でも気軽 
に受け入れられる音ではない、かと思ろ。とにかくこの轟音は凄い!！！ 



I PIGNATION 

『Devastating Life SchemeJCD 

Deep Six Records (P.O.Box 6911, Burbank, CA 91510 USA) 

誤解のないように控えめにいうと、嫌味にならない程度に Goodlife 周 
辺の ニュース クール■ハードコア的なモツシーな曲調をメインとし、どこ 
となく 90年代のパワーヴァイオレンスを思わせる複雑な曲展開を導入 
している ニュー アクト。意味あるんだか無いんだがわからんが、やたら 
と SE を入れてくるのは当時のパワーヴァイオレンス系パンドを彷佛させ、 
俺的には内心笑顔。 スローと ファストパートのコントラストが非常に面 
白い。しかも北欧メタル風の臭いメロデイを大胆に入れたメロデイツク 
系 ニュース クールではなく、あくまでも銳いエツジがあるハードコアだか 
ら良いのだ。俺にとって問題なく格好良いバンドのひとつだと断言できる。 



I POIKKEUS 

『Simpatia PaholainenJ 7 "EP 

Crust War 

(Distributed by MCR Company:157 Kamiagu Maizuru, Kyoto 624-0913 Japan) 

聴き取りやすいメロディとノイズが共存している、フィンランド独特のサ 
ウンドを武器にした大阪出身の P 0 IKKEUS の待望の IstEP 。 フィンランド 
から舞い降リた超天然放射性天使 PUNX 、 とはレーベル側の生み出した？ 
キャッチコピーだが、ポジティブに外へ放出する様はまさにその言葉が 
適切だ。音質も80年代初期を思わせるチープな作りに脱帽。ジャケを 
含めあらゆる面が徹底して当時のフィンランドを思わせる優れものだが、 
決して単にマネをしてるだけでなく、オリジナリティな要素もあることを 
付け加えておく。しかし音はもちろんのこと、表裏のジャケは非常にク 
—ルなのに、内ジヤケはバンド側のユーモアなノリが見える。 



I RELIGIOUS WAR 
『Cracked System』LP 

Hardcore Holocaust (P.O.Box 26742, Richmond, VA 23261 USA) 

クラストといえば、今はスパイキーなルツクスでキメたこの RELIGIOUS 
WAR の出身地であるポートランドなのか？それはさておき、楽曲面での 
レベルの向上によって無視できない存在になったと思うのは、スカンジ 
ナビアの色も多少はあるけど、何しろ強力な D-deat を主体としたサウン 
ドになっているからなのは言ラまでもない。俺好みの殺傷力が異常に高く、 
かすれたような声でシヤウトする抹殺ヴオーカル、そしてダークさとス 
ピードを備えながらも、ギターサウンドで日本のハードコア的キヤツチー 
な感触を味わえるのも魅力でもある。オリジナリティがあるのかどろか 
は疑問だけど、少なくとも素直にカツコイイと言えるバンドだ。 
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I REVENGE 

『 Triumph . Genocide . AntichristJCD 

Osmose Productions(B.P.57, 62990 Beaurainville, France) 

CONQUEROR と〇 RDER FROM CHAOS の元メンバーからなる暴走ウ 
才ーブラックの 1 st アルバム。 DRILLER KILLER と少し前に Osmose か 
ら離れた MARDUK を足して割ったような、サウンド、ルックス共に超極 
悪イメージを持っているので、 Osmose からのリリースも頷ける。ブラ 
ストビートを取り入れてグラインドコアを加味した整理整頓されていな 
い野蛮なサウンドは、最後までテンション下げず狂ったよ5に爆走。勢 
いまかせの喧しいブラック•スラッシュの嵐で、モノクロでキメたアート 
ワークも、メタル側よりもパンク•ハードコア側からの受けの方がよさそ 
うだ。最狂にして最凶ブラック!！！ 





I RIISTETYT 

『Kuka Valehtelee?』LP 

Fight Records(Hikivuorenkatu 17 D 36, 33710 Tampere, Finland) 

元々2001年にリリースされたものを、昨年 Fight Records が再発した 
LPo ちなみに CD 盤はジヤケが違うので要注意。この写真からは判りに 
くいが、多くの人の命を奪った 9.1 1の悲劇的な写真を使用。復活後、非 
常にメタリックになつた印象を受けたが、このアルバムで聴ける曲もそ 
の要素を強め、その分重さも強調された感がある。所謂フィンコアとい 
うスタイルから程遠くなってしまった気もするけど、もちろん時代の流 
れによる音質の向上によるところも大きいと思われるが、それはそれで 
結果的にグレイトになっているから構わないのだ。格好良い曲のオンパ 
レードで、この歌と音の組み合わせは流れるよ5な疾走感を生んでいる。 



I SKINLESS 

『From Sacrifice to Survival』CD 

Ritual Records 

(Ikebukuro Wakabayashi Bldg 5F 2-16-19 Mejiro Toshima-ku, Tokyo 171-0031 JAPAN) 

本誌レビューに 3 度目の登場!！！この SKINLESS はかなりアンダークラ 
ウンド•テイストの強いパンドで、過去に日本でライヴをやった際もその 
パフオーマンスはまさにハードコアなノリ満載で、はっきりと証明してく 
れた。過去リリースした音源も純なメタルの枠内に入る音ではなく、本 
作においてもハードコア色の強い新型メタル•サウンドを表現、攻撃一辺 
倒な姿勢はもはやメタルの域を脱している。5曲目のリフなんて明らか 
にメタル的なリフじやない。ただ複雑に展開する曲は最近の Relapse サ 
ウンドそのものだが、これが今のアメリカの地下メタル•シーンの主流に 
なつてきているのだろう。個人的には7曲目のリフも大好き!！！ 



I SKITSYSTEM 
FAIIt Ar SkitJCD 

言わずと知れたスウエディッシュ•ハードコアの中でも一目置かれた存在で、 
1 st と 2 nd アルバム、そして次頁の EP 以外の音源を全てプチ込んだ最強 
編集盤。あらためて聴いてみると、単にスカンジナビア特有の荒々しい 
ノイズ性の高いハードコア•サウンドだけでなく、 DISCHARGE を思わせ 
るミッドテンポのメタリックな D-beat も盛り込まれていて、案外いろい 
ろな曲調と要素があることに気付く。メンバーがデスメタル•バンド AT 
THE GATES に在籍していたりと、彼等のパックボーンの広さが反映さ 
れた結果なのか？ちなみに同じ内容のモノが Distortion Records から 
もリリースされている。 
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I SKITSYSTEM / NASUM 
split7"EP 

No Tolerance Records (P.O.Box 543, 61110 Nykoping, Sweden) 

バンドのロゴが入れ替わったナイスなジヤケのスプリット盤。スウェデイ 
ッシュ•シーンの中でもベテランの域に達し知名度と実力共にほぼ同等 
の両者、遅かれ早かれ実現したであろろ組み合わせだ 。 SKITSYSTEM 
は通常のノイジーなスカンジ•ハードコアを披露。スピードはそこそこあ 
るけど、余裕すら感じさせる音の持つボリュームはさすがだ。一方の 
NASUM は、何となくグラインドコア中心としたサウンド展開を控えた印 
象がある。スピードを控えめにした D - beat っぽい感じも聴けて、最近の 
NASUM の中では最強音源のひとつだ!！！単にグラインドコアとして終わ 
らない点が各方面で受け入れられる要因になつているのかな？ 



I SMACKDOWN 
7"EP 

Coalition Records(Newtonstraat 212, 2562 KW Den Haag, The Netherlands) 

音の前に語らねばならぬ事が多過ぎる！まず何なんだ、このパンド名は!？ 
そのまんまじやないか！ジャケの表写真はハ•バレイ、裏はジェフとジェリコ。 
しかも、いきなりイントロからステフとオースチンのマイクパフオーマンス、 
しかも結構長い!！！ 2曲目のイントロはジェリコ、3曲目にいたってはロッ 
ク様のマイクパフォーマンス！！！肝心の曲は CHARLES BRONSON 風の 
荒く馬鹿げた軽いノリとスピードを持った極上のハードコアなのだが、何 
しろ SE に気をとられてヤラレっぱなしだ。まともに音楽的感想述べられ 
ないのは仕方ないだろ？ビンスやキングもしやべるし、とにかくオールス 
夕一満載。 WWE 好きは要チェック！ 



I THE SOLUTION 
『I don't Like YouJCD 

MCR Companyd 57 Kamiagu Maizuru, Kyoto 624-0913 Japan) 

約 1 年振りの新作発表となる岐阜の Oi / ストリート•パンク。メロデイを損 
なわない程度にドッシリとしたパワフルなサウンドを持ち味に、自分達 
が生きる現実を素直に捉えたストリート■パンクの名に恥じないメッセ— 
ジを絡めている。非常にポジテイヴな歌詞と姿勢は楽曲面でも見え隠れ 
するほどで、誰もが共感できるに違いない。出来あがった曲を小出しに 
せずに、練りに練ったかのよ5な完璧且つ素晴らしい内容。正直、 Oi や 
スキンズ、パンクロックという枠に とどめる だけでなく、もっと広範囲で 
も受け入れられるほどの許容と存在感がある、と感じた。名曲 「Cum on 
Feel The NoizeJ も収録しグレイト!！！ 



I STRUCTURE OF LIES / MISERY INDEX 
split7"CD 

Deep Six Records (P.O.Box 6911, Burbank, CA 91510 USA) 

Deep Six としては異例のリリース。前者 STRUCTURE OF LIES は既に 
同レーベルからリリースしているが、メタリックな要素を多く含み、 
Relapse 所属のパンドのような奇抜な展開と北欧ブラック系やニユース 
クールを彷彿させるメロデイを大胆に導入。後者 MISERY INDEX は、元 
DYING FETUS のメンバーからなるバンド。前者同様 Relapse 絡みのバ 
ンドを経験しているメンバーが在籍しているだけあつて、最近のエクス 
トリーム系バンド特有の複雑に展開し、メタルとハードコアの中間を狙つ 
ているかのような音だ。ある写真で ヴオー カルが TRAGEDY の T シャツ 
を着ていたのは興味深かつた。 
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I SWARRRM / NARCOSIS 
split 7 "EP 

素晴らしい特種ジャケットに身を包んだグレイトなスプリット EP 。 まず 
前者 SWARRRM は悲痛にも似た叫ぶヴォーカルと、ドラマチックに展開 
していくグラインドコアとのシンクロナイズにより、聴いていて恐怖すら 
感じさせる'•事"の重さを味わえる。 SWARRRM という世界を表現する 
にあたってコンパクト過ぎるフォーマットかもしれないが、聴いたとき 
に広がる世界感はやはり独自のものだった、と聴き終えてから感じるほ 
どエクセレント!！！一方のマンチェスターの NARCOSIS 。 絶望、悲観、マ 
イナスへと向かろ音から発する緊迫した空気感が、破壊的且つ極度の緊 
張を生み出し、その反動によって強烈な音を叩き出している。 



I TOTAL RUSAK 

『Exploding The CranialJCD 

Obliteration Records(3-41-16 Sumida, Sumida-ku, Tokyo 131-0031 Japan) 

ついに日本を代表するゴアグラインド•レー ベル Obliteration より、イン 
ドネシア最強のデスメタルがリリースされた。インドネシアやタイといっ 
た東南アジアでも、昔から Roadrunnei •を筆頭にかなり CD が流通されて 
おり、実はこの種のバンドが結構多かったりする。しかも現地の人から 
すると、音によるインパクトが強いデスメタルの方が、むしろハードコア 
よりもハードな存在だったりするのだ。このバンドも欧米のバンドと比較 
しても何ら劣らず、重厚で強烈なブルータル•サウンドは最高品位。緩急 
がなく初期衝動な押し一辺倒も良い。アジア圏から出現したハイグレー 
ドなパンドを同じアジア人として断固支持したい。 



I UNCURBED 

『Ackord for Frihet / Chords for FreedomJCD 

Sound Pollution 

(Distributed by MCR Company:157 Kamiagu Maizuru, Kyoto 624-0913 Japan) 

前作 『Punks on Parole 』 と同じくセンスの良いアートワークが目をひく 
新作。3年前のイングランド■ツアー用に制作された音源で 、 MOTOR 
HEAD をよりハードコア•テイストにしたかのようなロックンロールなパ 
ンクを炸裂させ、 DISCHARGE をベースに北欧的なノイズ感を強調した 
不良なサウンドとミックス。いい意味でベテラン勢ならではの安定した 
楽曲を聴かせ、男気溢れる爆走バイカー•サウンドは UNCURBED 以外 
の何ものでもない。パンクやメタルといつた分別の域をはるかに越えた 
サウンドは、ドライヴ感たつぶりでノリノリ。結構曲調もパラエテイにと 
んでいて、爆音好きなら絶対ウケることでしよう。 



I VICTIMS 

『 Neverendinalastinq 』 し P 

Deadalaive Records (P.O.Box 42593, Philadelphia, PA 19101 USA) 

今年春に重鎮 SKITSYSTEM とツアーしたという期待のスウエディッシュ • 
ハードコア。特徴あるザラついた声質が迫カモンのヴオーカルと、メタ 
リック.ギターに重厚なドラムスが絡み合い、サウンド面においても共通 
点の多いスカンジナヴィアン•スタイルで疾走する。ハイピッチで飛ばす 
スピードナンパーも良いが、メタリックにキッチリと聴かせるミッドテン 
ボも良い味が出してし\るので見逃せない。ただ上記バンドのような微妙 
な変化をつけたサウンドではなく、大胆に変化させていく箇所は面白い 
点でもある。ヴォーカルが CHARLES BRONSON の T シャツを着用し、 
幾分クラストコアから一歩違った方向に行きそラな予感。 
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I WARHAMMER 

『Towards The Chapter of Chaos』CD 

Nuclear Blast 

DISCHARGE の子孫は存在しているが、いそうで意外といなかった HELL 
HAMMER 〜初期 CELTIC FROST のフォロワー。 HELLHAMMER 自体た 
った6曲しか発表していないので、ファンには堪らない内容のハズだ。で 
も自分達流に消化したスラッシュは、もはや WARHAMMER ならではの 
サウンドとなったといっても過言ではない。ただ初めて聴いたときは、ホ 
ントよく研究しているなあと感心するのみだったが、聴くにつれて ハマっ 
てしまうほど中毒性はかなり高いので要注意。特にスローパートでは危険 
度は増す。本作は過去4枚のリリースされたァルパムに未収録のデモや 
7__ EP の音源を集めた編集盤。でも私は大好きだ！!！ 



I WAVES / HELLBOUND 
split CD 

MCR Company(1 57 Kamiagu Maizuru, Kyoto 624-0913 Japan) 

ギターサウンドを中心にメタル度の高いハードコアで圧倒する前者 
WAVES は、 IstEP に続く音源だ。振り絞って吐き出したかのようなヴォ 
—カルが、適度なスピードに乗って闇へと連れ込んでいく。特に、3曲目 
の 「 Kuro 」 は10分強にも及ぶ壮大なスケールのインスト•ナンバーで、暗 
黒世界に入り込んでしまう。夜中に聴くと落ちます。次の HELLBOUND 
はカナダの極めて純度の高いクラステイーズ。男女ツインヴォーカルの 
6人編成で、最初に聴いた印象として若干サウンドがキレイな感じがし 
たけど、90年頃のクラストコア系パンドを思わせ発狂。適度な荒々しさ 
と雑音が、効果的に聴こえる好印象なクラスト作品。要注目パンド!！！ 



I WHATEVER / DISTRUST 
split CD 

Scream house Records 

(Distributed by MCR Company:157 Kamiagu Maizuru, Kyoto 624-0913 Japan) 

DISTRUST の企画ライヴ「リキラリアット j に WHATEVER が出演したの 
をきつかけにリリースされることとなつた CD 。 徳山の前者 DISTRUST は、 
スラッシュメタル以降に誕生した90年代の UNITED や SURVIVE 的なモ 
ダンへヴイネス系サウンド。3人組とは思えないほど重量級でグルーヴ感 
タップリ。一方、最近勢いを増している京都府舞鶴の後者 WHATEVER 。 
同郷の REAL REGGAE と比べても何ら劣ることのないミクスチャーな 
ハードコアで、頭の中でライヴの情景を描けてしまうほど荒々しく、そし 
て生々しい。ここに収録されている曲だけでも独創的な雰囲気は堪能で 
きる。でも基本はファストなハードコア。 



I WOLFBRIGADE 

『Wolfpack Years 』10 "EP 

Farewell Records(c/o Micha Meyer, Heckenstr, 35 HH, 47058 Duisburg) 

極悪だ、それも半端じやないくらいケタ違いの超極悪なサウンドで、超 
強力！！！ 98年から2000年までに録音された音源で、アルバムよりもド 
ツシリと構えた迫力あるミツド•ナンバーに溢れ、まさにパンド•イメージ 
通りの凶悪ぶりを発揮!！！太い腕で胸ぐらをつかんで、今まさに殴り倒そ 
うとしているかのような極悪にサウンドに完全 K 0!!! 既発表曲で構成さ 
れた10インチ EP だが、俺的には W 0 LFPACK 時代を含め最強のレコー 
ドと断言できる！！！元々カツコ良いスカンジナヴィア流ハードコア•バンド 
だつたわけだが、この収録曲は完璧に近いくらい最強!！！まずは聴いて、 
ノックアウトされて、最後に震えましよう。 
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I WORLD BURNS TO DEATH 
『The Art of Self-destructionJ 7 "EP 

Prank(P.O.Box 41089 2, San Francisco, CA 94141-0892 USA) 

現在、全世界で話題騒然 (？) の御存知ボートランドの現在進行形チンピラ • 
クラステイーズ!！！ブッシュを貶したジャケットがインパクト大な LP をは 
じめ、ブラジリアン•スラッシャー SICK TERROR とのスブリットを含め 
た全ての音源からして向かうところ敵なし、な存在に駆け上がつたハイ 
センス且つグレイトな大注目バンド。低音域で反復する切れ味銳いへヴ 
イなブルータル•サウンドをベースに、聴く者を威嚇して、常に暄曄腰な 
態度を貫き且つ強烈なノヽツチの効し\たチンピラ • ヴォーカルが全てを抹殺。 
ハズレのない曲も見事。 n モノマネ"に終わつていないところも良いのだ。 
全てが理想形といえるクラストの決定版!！！ 



I V . A . 

『Comtaminated 5.0 JCD 

Ritual Records 

(Ikebukuro Wakabayashi Bldg 5F 2-16-19 Mejiro Toshima-ku, Tokyo 171-0031 JAPAN) 

かつて MISERY の EP もリリースした G . T . G . P.records が前身なのだが、 
それは現在のレーペル•イメージから程遠い。しかし、現在の Relapse は 
前衛的なデスメタルとグラインドコアが中心のリリースとなつているた 
めに、そのイメージを世の中的に植え付けられてしまつたものの、この 
CD に収録されている全45曲を聴くと現在でも実に幅広い受け入れ体勢 
があることが判る。しかもパンドとしての規模は大きくないけど、知名度 
や人気が高いパンドばかりだ。全バンドに共通していえるのは、アテイチ 
ユード面、そして一般的に言われるグラインドコアとの接点があつたりす 
るバンドが多いということ。日本盤になっても超低価格!！！ 



I V . A . 

『No Hold Back ... All Attack!!!』LP 

Havoc Records(P.0.B0X 8585 Minneapolis, MN 55408 USA) 

アメリカ北部に位置するミネソタ州最大の都市ミネアボリスと双子都市とし 
て知られるセントボール、そのツインシティーで活動する DIY パンドの大集 
結レコードだ。これがまた音楽的に実に幅が広く、コテコテのクラスティー 
からユースクルー系、ボップパンク系等々様々。発する音に違いがあつても、 
共通の魂を持ち同じ方向へ進んでいるハードコア/ノヽ°ンクの自然体な気持ちが、 
皆をひとつにさせているのだろう。ツインシティーのシーンの活性化にも 
繫がるであろうこの企画レコード、こうした動きは世界的に広がつて欲しい 
ところではある。また日本ではちよつと金銭的に難しく羨ましい超豪華 LP 3 
枚組。いろんな人が楽しめるレコードだ!！！ 



I V . A . 

『Super SabadoJLP 

Prank / Six Weeks / 625 

今年ギルマンで行なわれた上記レー ペルに よる共同企画を記念して制 
作された限定盤。ベイエリアのスラッシュ • シーンを代表するメンツを含む、 
強力なスラッシャー•オンパレード。いつの時代にも M 旬"なバンドがいる 
という証明を、なぜか片面のみ溝を刻んでいる12インチの中に詰め込 
んだ。目玉はまだ音源発表が数少ないスーパーユニット BURN YOUR 
BRIDGES 、 人気急上昇中のスラッシュコア MUNCIPAL WASTE 。 30歳 
以上のスラッシュ世代の人間は、アドレナリンが大放出して大興奮モノ 
のスラッシュ•メタリックなサウンドに文句なくヤラレるでしよう！！！更に 
日本から参戦した BREAKFAST 等、聴き所満載。 
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カナダの SLAUGHTER というパンドをご存 
知だろ5か？間違っても全米チヤートを賑 
わせた SLAUGHTER ではない(笑)。後者 
はメロデイを大胆にプチ込んだ、いや甘い 
メロデイと典型的なアメリカン•ロックを体 
現したハードロック•パンドなので興味対 
象外だ。むろん今回取り上げるのは、80 
年代のアンダーグラウンドで一大ムーブメ 
ントを巻き起こしたスラッシュメタル時代に、 


早々と所謂デスメタル的サウンドを取り入 
れた先駆者でもある SLAUGHTER につい 
てだ。またハードコアの匂いが立ちこめ 
たサウンドが、今聴いても好印象。ちな 
みに、90年代に入りデスメタルという 
音楽が音楽スタイルとして確立してか 
らは、 SLAUGHTER のようなノ乂ンドは 
デスラッシュと呼ばれていた...。 


46 SLAUGHTER 




今ではスラッシュメタルはおろか、デスメタルやハードコア 
のレコードさえも簡単に入手できる時代になったが、80年 
代はそうはいかず、今回取り上げる SLAUGHTER に限って 
いえば、当時新宿にあったデイスクランドといラアンダー 
グラウンド•メタルの専門店に行かなくてはまず日本におい 
ては入手不可能だったと記憶している。店舗の大きさとし 
ては高円寺のグレイト•ショップ BOY くらいの広さで、同店 
のブートレッグ専門店鋪が隣接していた。品数の多さはと 
にかくもの凄くて、スラッシュメタル、デスメタルはもちろ 
んのこと、グラインドコア、クラストコア等々が充実していた。 
その中から私は SLAUGHTER を恐る恐る手にとった。三級 
ホラー映画みたいな品のないイラストのジャケット、当時 
の私としては聞いたことも見たこともレーペルからのリリ 
—ス、 SUWER に何となく似たロゴ、当時珍しかった(と思う） 
3人編成等々、惹き付けられる魅力満載のレコードだった 
わけだ。余談だが、今思えばころしたレコードが他店ではほ 




除_ 


纖鬆 



『Bloody KarnageJEP 

恐ろしくチープなジャケットが魅力の 1 st デモ 
テープの 7" EP 盤。350枚プレスされたのだが、 
ブートレッグの可能性が高い。下写真はなぜか 
最近出回った 『Bloody Karnage 』 のカセツト盤。 



ぼ 入手不可能だったためか、 レコー ドの値が異常に局かった。 
で、その SLAUGHTER はというと、当時の主流だったベイ 
エリア•スタイルのスラッシュメタルとはあきらかに違った 
スピード且つ荒々しい次世代サウンドで、より過激なサウン 
ドを求めていたフアンの心を虜にしていったのだ。また一連 
のスラッシュメタルと違って、スローダウンをしてメロデイ 
ックになったり、当時どのパンドもアルバムには必ず導入す 
るほど流行っていたメロメロな曲は一切なく、攻撃一辺倒 
なサウンドで、その点からもデスメタルやハードコアを色濃 
く感じ取れグレイトだった。 



[Surrender Or DieJCD 

HELLHAMMER の 「MassacraJ もカヴァー収 
錄し、名作との呼び声も高い 2 nd デモテーブ 
の CD 盤。今改めて聴き直してみても、世界的 
に大反響になったのが頷けるほどグレイトな 
内容だ。 『 Strappado 』 よりもハード路線で超 
お薦め。 


SLAUGHTER 















『Nocturnal HellJEP 

『 Strappado 』 のシングルカツト盤として制作 
された 7" EP 。 
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SLAUGHTER は Terry Sadler (ヴォーカル/ペース • ギタ ー) と 
Dave Hewson (ヴォーカル/チェインソー.ギター)、そして 
Ron Sumners (ドラムス）によって、1984年8月にカナダの 
トロントで結成した。当時スラッシュメタルでさえも一般的に 
認知されていなかった、そんな時期にも関わらず、スラツシ 
ユメタルというよりも今で言うデスメタルの"はしり"なサウ 


ンドは、とにかく斬新であったのは言うまでもない。その 
1984年、彼等にとって最初のデモテープとなる 『Bloody 
Karnage 』 をレコーデイングし 、 DIABOLIC FORCE/FRINGE 
RECORDS からリリースした。 


予定より1年遅れでリリースされた事実上唯 
一のアルパム。スピーデイーなナンパーを中 
心としたクロスオーノ K 一/スラツシユメタルを 
基本に、より激しさの増したデスメタル的な 
斬新な音を取り入れている。所々クランチを 
効かせ、時代性を物語る。まずこれを聴かな 
いことには話にならない名作中の名作。近年 
リマスターして再発した。 


TStrappadoJLP 








続けて 4 月に 2 nd デモテープ 『Surrender Or Die 』 もリリー 
ス したのだが、 これが予想以上に大反響で、80年代世界的 
にマニアの間で行なわれていたテープ•トレードによって世 
界中にデモテープの反響は広まった。ちよ5どその頃の力 
ナダのスラッシュメタルといえば、 DISCHARGE 的な要素 
を色濃く出していた V 0 IV 0 D を筆頭に盛り上がりつつあり、 
SACR 旧 CE や RAZOR、INFERNAL MAJESTY といった所 
謂第2世代のノウドが数多く出現し、シーンそのものも活性化、 
当然 SLAUGHTER もそのスラッシュメタルの波に乗ること 
となる。ちなみにその V 0 IV 0 D 、 元 METALLICA の Jason 
が加入し、現在へヴィメタル■シーンでは人気急上昇中。 
話を戻して、1986年1月初頭頃、あの Chuck Schuldiner 
を加えた4人編成となったのだが、後に彼は自らのバンド 
DEATH や CONTROL DENED を結成するために即脱退し 
ている。同年2月 、 DIABOLIC FORCE/FRINGE RECORDS か 
らデビュー • アル/ K ムである 『 Strappado 』 をリリースするこ 
とを決定したが、レーベルとのトラブルによって1年間もリ 
リースされなかった 。 BLACK SABBATH とオールドスクール- 
ハードコアやパンクをミックスさせたようなサウンドのへヴ 
ィでドウーム•スラッシュメタルなアルバムに仕上がっていて、 
1980年代のアンダーグラウンド•メタル•シーンの伝説的 
バンドとなったきっかけとなったアルバムでもある。今にし 
て思えば、理由はどうであれレーペルとのトラブルによつ 
てレコードのリリースが遅れたことが解散の原因にもつな 
がったよろに思う。 


『Not Dead Yet/ParanormalJ CD 

当初 2 nd アルバム用としてリリースが予定さ 
れていた 『 Paranormal 』 の4曲と、1991年に 
STRAPPADO なる新しいバンド名で再活動し 
た際に制作されたデモテープ 『Not Dead YeU 、 
さらに1988年のライヴ4曲を収録。全曲リマ 
スターされ近年再発表された。下写真は 
STRAPPADO 名義になつてからリリースされ 
たブートレッグ盤 『Not Dead Yet 』。 


Yet / 








1986 年の年末、ドラマーの Ron Sumners が脱退し 
Brian Lourie が代わりに加入、セカンド•ギターリスト 
として元 LEATHAL PRESENCE の Bobby Sadzak を 
加えて、後に 『 Paranormal 』 と言われることとなる 2 nd 
アルバムのレコーデイングを開始した 。 「Nocturnal 
He 旧や 「Tortured SoulsJ とし、つた 『SarappadoJ に収 
録された曲も Bobby を入れた4人で再録し、スピード 
メタル以上にヴァイオレントな歌詞とサウンドを取り入 
れることを可能にした素晴らしい内容だった。これま 
でも80年代初期のハードコアからの影響はサウンドに 
反映していたのだが、80年代中期から後期にかけて 
のクロスオーヴァー/スラッシュメタルなスタイルが全 
盛だった当時、このようなよりヴァイオレンスなスタイ 
ルを求めていくのは当然の成りゆきだったと思ろ。そ 
の 2 nd アルバムもリリースが遅れて、結局1989年後 
半に延期してしまった。しかし、バンド内にもいざこざ 
がぼっ発。これによってバンドの創始者である Terry 
Sadler は、バンドを解散させると決意した。 Terry が 
SLAUGHTER を結成した際のオリジナル•メンバーで 
あつたギターリスト Dave Hewson は 、 Brian Lourie と 


Bobby Sadzak さらに Mike Dalton というべーシスト 
を誘い、 SLAUGHTER の進化形のバンド STRAPPADO 
を結成。1990年から1994年しか活動はしなかったが、 
その間 『Not Dead Yet 』 と 『Final Judgement ! の2本 
のデモテープをリリースしている。 

SLAUGHTER も STRAPPADO も解散してしまったハ 
ズだったが、1996年 、 CELTIC FROST の 「Dethroned 
Emperor 」 をカヴァーしレコーディング。この音源は 
DWELL RECORDS よりリリースされた 『In Memory Of 
CELTIC FROST 』 なるトリビュート CD に収録されている。 
恐らく SLAUGHTER のメンバーだつた Dave Hewson 
が参加した INNER THOUGHT というインダストリアル 
的要素のあるデスメタル•バンドが、同レーペルからリ 
リースされたのがきっかけではないかと思う。さらに 
2000年には 2 nd デモテープ 『Surrender Or Die 』 を 
UTOPION VISION MUSIC より CD 化して再発。現在 
こうして SLAUGHTER が伝説的なパンドとして語られ 
るのも、間違いなくこの 2 nd デモテープがあってのこ 
とだ。約20年前のサウンドとは思えない鋭い攻撃性を 


ぬ \ FAST SLAUGHTER 





持っていて、スピード感、荒さ、等々あらゆる点が既に 
究極のメタル•サウンドを作っていたことに改めて気付く。 
更にさらに、翌年には伝説的なある意味唯一のアルバ 
ムとも言える 『 Strappado 』 LP をスペシャルなデジパッ 
ク仕様として、 SLAYER のカヴァー曲を含めライヴ•卜 
ラックを追加し CD として再発。また、極めつけが全て 


のフアンが狂喜した 『Not Dead Yet / Paranomia 』 の同時期 
リリース。結局、何だかんだであまり世に出回らなか 
った STRAPPADO 時の音源を追加して、1988年のデ 
モ音源や1986年のライヴ•トラックを収録した豪華な 
内容になっている。 




ある意味、時代を先取りしたサウンドによ 
って、彼等が活動していた時期には強烈 
過ぎて受け入れられなかった感は否定で 
きない。しかし、解散してから長い年月が 
経っているものの、昔の音源の再発に伴い、 
ようやく正当な評価が下されたように思う。 


色褪せるどころか、今聴いても新鮮に聴こ 
える SLAUGHTER サウンドをこの機会に 
聴いてもらいたい。その当時、バンドの主 
導権をほぼ握つていたといえる Terry にイ 
ンタビューすることに成功！！！まだまだ熱 
い魂は宿つているそ!！！ 





—最近はど a ? 良いこととかあった？ 

Terry :『 Strappado 』 を再発させたのは良かったね。で 
も最悪なのは 『 Strappado 』 のリリースが遅れたことだな。 
あと会社が俺から金をしほり取ろ5としていることむ 
ムカつくせ！ 

—さて、もの凄く恐ろしいバンド名だけど、どうして 
こんな名前にしたんですか？ 

Terry : そうだな、俺達を表現すると地獄のような凄い 
へヴィなパンドだからなんだけど、俺としては素晴らし 
いバンド名だと思うね！ 

— SLAUGHTER がリリースしたレコードを教えて下 
さい。 


Terry : 1984年に結成して、翌年 『Surrender Or Die 』、 
1985年に 『 Strappado 』、 1988年に 『 Paranormal 』 とい 
う3枚のアルパムをリリースしているよ。でも1990年 
に解散してしまつたけどね。 

—なぜ解散したの？ 

Terry : 音楽業界、特に商業音楽のたわごとにはろんざ 
りしていたし、バンド内もいざこざが絶えなかつたし、 
俺としても自分の生活を取り戻したかつたからだよ。 

—解散したにも関わらず、2年前昔の音源をリリー 
スしたのはなぜですか？ 

Terry : 昔リリースしたアルバムを再発してほしいと、た 
くさんの意見が寄せられたからなんだ。それで、超レ 


元の写真も荒れている上に、その 
コピーなのでど〇しよろもないく 
らい酷い画質だが、1986年に 
Chuck Schuldiner 加えてライヴ 
を行なっていた時のもの。左から 
Dave 、 Terry 、 そして偉大なる 
Chuck の勇姿。 



アなボーナス■トラックを入れた CD を再発するという でもらつたら、もしかしたら 「 Exciterl との接点が見え 

ことになったのさ。 てくるかもよ。 


— SLAUGHTER はデスメタルのパイオニアだと思って 
いるのですが、どろ思いますか？ 

Terry : そ5だね、間違いなく俺達はデスメタルの第一 
世代のひとつだろうな。まず、俺は SLAUGHTER の前に、 
1978年頃に LIZZY BORDEN & BATTLEAXE という 
パンドにいたけど、1984年頃までアルバムをリリース 
するチヤンスが無かったんだ。だけど他の奴らよりも 
早い時期にスラッシュ•ソングを作りはじめていたんだ。 
「 Disintegrated は元々 「 Battleaxe 」 つて呼ばれていた 
曲なんだけど、1979年に作った曲なんだせ 。 JUDAS 
PRIEST の 「 Exciter 」 の俺達的に解釈して作ったんだけど、 
「 Disintegrater 」 と 「 Exciter 」 を聴き比べて歌詞をよん 


一一触発されたバンドを教えて下さい。 

Terry：JUDAS PRIEST、IRON MAIDEN 、 KISS の初 
期 4 枚、 SLAYER 、 METALLICA、BLACK SABBATH 、 
SEX PISTOLS とかだね。個人的にペースプレイヤーと 
して影響を受けたのは 、 Gene Simmons と Geezer Butler 
だな。 

-あの DEATH の Chuck Schuldiner とセツシヨンした 

つて聞きましたが、この件について教えて下さい。 

Terry :ちようど 『 Strappado 』 LP リリース前の1986年 
1月に、2週間程度なんだけど Chuck Schuldiner には 
SLAUGHTER でブレイしてもらつていたんだ。その間、 


SLAUGHTER FA^T 
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5 曲 Chuck に作ってもらったんだけど、最終的にはそ ったんだ。ハウスやトランスといったクソ•ディスコ•ミ 
の曲は SLAUGHTER に使われなかった。で2週間後、 ユージック流行りはじめて、クソ DJ がクラブを占領し 
Chuck は彼自身のバンド DEATH を結成したんだよ。 はじめていつたんだ。最悪な町になつちまつたよ!！！ 


—その頃のカナダのシーンはどんな感じだったんで 
すか？ 

Terry ： そのアルバム•リリース前後はたくさんのバンド 
が結成され、とても活気があって素晴らしい状況だっ 
たね。でも1990年以降、急激に尻つぼみになってい 


—では現在のスラッシュメタル、デスメタル、ハードコ 
アのシーンはどろ思いますか？ 

Terry :どれもリサイクルされたゴミばつかりで、俺は嫌 
t 、だね。オリジナルやパイオニアなノ K ンドが評価され 
ていないしな。 



—今はもうバンド、または音楽に関わつていないの？ 

Terry : そ5だね。俺は音楽シーンとは関係ない普通の 
仕事をしているよ。 

—ところで日本についてのイメージを聞かせください。 

Terry : 昔からグレイトなバンドがいて、素晴らしい歴 
史が日本にはあるよね。あと日本のフアンは、一番最 
初に伝説的な THE RUNAWAYS や CHEAP TRICK 、 
JUDAS PRIEST を受け入れたんじやないかな。 


—今後の予定は？ 

Terry: 俺の手によって俺の口と酒が一体となり、美し 
く優雅に歳をとっていくよ!！！（爆笑） 

—では最後に一言お願いします。 

Terry ： 日本のフアンが血まみれ大虐殺な俺達の音楽を 
聴いて、熱狂してくれることを望んでいるよ！そんな酔 
いしれている中で、俺達が復活したら素晴らしいだろ 
うな!！！ 


S4l /^r SLAUGHTER 



しかし、なぜ今の時期に SLAUGHTER を取り上 
けるのかといえば、カッコ良いから、と単純な 
理由なだけだ。別に復活の兆しがあるわけでも 
ない。ただ当時、フアンジンを除きアンダーグ 
ラウンドへ目を向けるなどまずありえず、一般 
音楽誌ではデスメタルはおろかスラッシュメタ 
ルでさえも、ろくに取り上げられることがなか 
つたので、良いバンドなのにも関わらず埋もれ 
てしまつているバンドが SLAUGHTER をはじめ、 
80年代中期から後期にかけては実に多い。 


デスメタルといろ音楽が音楽 


として定着していなかつたので、 


SLAUGHTER はあぎらかにス 


ラッシュメタルの中のデス 


メタル"一派 n として括られ 


ていたと思うけど、サウンド 


プロダクションの低さによって軽く聴こえるか 
もしれないが、間違いなく90年代以降のデスメ 
タル•バンドへの影響は計り知れない。しかしメ 
タル•サイドからは粗悪な音楽として扱われ、そ 
の典型的な例と して 日本が世界に誇るメタル専 
門雑誌 『Burrn!』 が 「What is Death Metal?」 と 
題しデスメタル特集 （ X ) を組むなどしていたと 
はいえ、このようなパンドが決して100%政治 
的な歌詞を歌っていたわけではないが、間違い 
なくアティチユードやサウンド面において 
従来のトラディショナル•メタルじやな 
いのはあきらかで、メタル■サイドよ 
りもハードコア•サイドからのウケが 
良かったのは当然といえば当然だ。 
結局メディアで扱われなくても、素 
晴らしいノ \ツドはしヽるとしヽうことです。 





も馬鹿にする始末。普段 RATT や BON JOVI を崇 
めている雑誌なのだから理解できないのはわか 
るが、書いてあることが度が過ぎていたので腹 
立たしかった。今では想像もできないだろろが、 
CARCASS、DEICIDE、SODOM、OBITUARY、 
ENTOMBED といった大御所はもちろん、後に 
同雑誌の表紙にもなった SEPULTURA でさえも 
酷い扱われ様だった。偶然だが、全米チャート 
を賑わせたお色気同名異ノヽツドの SLAUGHTER が、 
同号にボスター付録されていた(笑)。 













m レコー ドレビューの コーナーで 紹介しきれなかつた CD - R やデモ 

音源を紹介。ベテラン勢だけでなく新進気鋭のバンドまで様々だが、 


その多くは各ライヴで大抵入手できるハズ。ライヴへ行こ5! 



かつてこれ程話題になつたバンド 
は存在したか？少なくともここ最 
近ではトツプクラスの注目度と人気、 
独創性を兼ね備えた四日市のハ 
ードコア•バンドだ。地元三重だけ 
でなく、日本各地でライヴを行な 
つているので観れるチヤンスは 
多いと思う。共演したバンドの色 
が違っていても、自分達の出番 
になるとすぐに ACROSTIX — 色 
に染めあげる脅威の世界観。 

SIN : 三重県四日市市白須賀 2-4-20-4 



DIE YOU BASTARD! 

『Underground is A Only Truth!!] 


現時点での最新音源。精密且つ攻 
撃的なブラストビートを多用した、 
超ハイグレードな IRON FIST 辰嶋 
氏のドラミングを軸に力強く爆走 
する。この正確さは TERRORIZER 
並かそれ以上だ。もっともライヴ 
数が多く、誰もが体験し凄さを感 
じ取っているはずなので今更ここ 
で説明する必要もないと思ろが…。 
「Fight Fire With FireJ を D . Y . B ! 
流にアレンジし強化!!！ 


H.Y.K. Records : 2-54-1 Takamatsu, 
Toshima-ku, Tokyo 171-0042 Japan 

561/^i^r 


BUTCHER ABC 


ガスマスクで身を包んだ注目のデス • 
グラインド。ビジュアル•イメージ 
もさることながらライヴの格好良 
さは誰もが認めるほどで、地下臭 
満載の迫力。覆面被っているにも 
かかわらず、動き回るので息苦し 
し、のではと心配になってしまうけど、 
ステージ上に繰り広げられるデス_ 
グラインドは好き嫌い関係なく虜 
にする。楽曲センスもグレイト。 
BUTCHER ABC のライヴ時のみ販売。 


FORTITUDE 


大阪を中心に活動中で、巨漢メ 
ンパー含む噂のグラインドコア。 
メタル系グラインドというよりも 
PHOBIA のようにクラスト成分 
が強く、荒々しく突き進むド迫力 
なグラインド•ナンバーが続き終 
始圧倒する。さらにメンバー自 
身が 『Grind Osaka 』 なるフアン 
ジンを発行したりと、地元大阪 
のグラインドコア•シーンに貢献 
しているので要注目。 


Mike Abe : 3-2-18 Midorigaoka, 
Heguricho Ikomagun, Nara Japan 





DO MHMl DEMO 2002 


DAMAGE DEPOSIT 


既に IstEP をリリースしてるけど、 
これは初音源のデモでクオ 1 J テ 
イーの高さに驚いた。しかもヴォ 
—カリストはなんとあの Felix 
Havoc で、この時点では5人編成。 
彼がかつて絡んでいたバンドの 
よろなクラステイーでもグライン 
ドでもなく、アメリカらしいテン 
ボの良いファストなハードコア- 
サウンドだ。初回300枚のみ手 
書きのナンバリング入り。 

Havoc Records : P.O.Box 8585, 

Minneapolis, MN 55408 USA 


Intro ( birth ) 
Void Of Minds 
Freedom In 
Unfreedom 
Black And White 
No Return 
Close In On 



KfiFEOUTIERRORISM! 


LITTLE BASTARDS 


ご存知埼玉のクラストコア•バン 
ドの最新デモ。ライヴ時は世の 
中で起こっている事件や疑問に 
対して非常に謙虚な姿勢を伺わ 
せながら、グラインド•クラステ 
イーな曲にのって叫び、ステー 
ジ上を激しく動き回る。それを 
再現するかのよ5なライヴ感が 
あるデモなのだ。関東地区では 
この種のパンドってあまりいない 
のでは？是非体感してほしい!！！ 


Glory : 1-21-35-103 Ohara, 
Kumagaya-shi, Saitama 360-0812 Japan 
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